
う
ご
い
ふ
こ
ご
、
是
れ
で
あ
る
。
（
錦
五
節
完
了
）

羅

纂

瓜

畦

紀

行

（
下
）交

學
博
士
松
本
丈
三
郎

（

　　　灘

）　｝

手
　
　
佛
　
　
寺

其
　
　
構
　
　
造

、
ご
器
密
切
。
δ
9
島
舞
（
叉
b
ご
。
δ
ぴ
o
a
。
2
）
郎
ち
千
佛
寺

は
余
輩
が
今
同
者
瞳
寄
港
の
殆
ん
ざ
唯
】
目
的
地
こ
も
い

ぶ
べ
き
所
一
で
あ
’
る
Q
千
佛
寺
は
ジ
ォ
ク
ジ
ヤ
の
北
西
、
約

十
六
哩
の
地
に
あ
り
、
ジ
太
ク
ジ
ァ
よ
り
ス
マ
ラ
ン
に
至

る
汽
車
線
路
よ
り
少
し
く
西
に
距
っ
て
居
る
。
で
若
し
汽

　
　
　
第
六
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
瓜
．
畦
　
紀
　
行
（
下
）

車
を
利
用
す
る
な
ら
ば
ジ
ナ
ク
ジ
ア
よ
り
冒
0
9
窪
碧
に

下
車
、
更
ら
に
之
よ
り
馬
車
を
取
ら
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

寧
ろ
自
働
車
の
便
利
な
る
に
如
か
ぬ
。
自
働
車
な
ら
ば
往

復
各
一
時
間
、
廿
日
を
費
せ
ば
可
な
り
詳
細
に
軸
観
察
が
三

論
る
。
千
石
寺
の
傍
に
は
小
ホ
テ
ル
も
あ
り
、
数
日
に
亙

っ
て
調
査
す
る
に
は
此
に
宿
泊
す
る
を
得
、
叉
日
出
日
没

の
時
の
三
二
を
味
ふ
に
も
此
に
一
泊
す
る
を
好
し
ε
す
る

の
で
あ
る
が
、
余
輩
の
此
に
至
っ
た
時
は
、
前
に
も
一
言

　
　
　
　
　
　
第
一
二
號
　
　
｝
〇
三
　
（
四
二
七
〉



　
　
　
第
山
ハ
巻
　
　
　
難
｝
　
纂
　
　
　
瓜
｝
　
唾
一
　
絶
　
　
”
仔
（
下
）

し
だ
如
一
日
々
降
雨
が
あ
り
、
劉
底
此
美
槻
に
接
す
る
の

望
が
な
か
つ
沈
の
こ
、
翌
欝
は
又
早
く
ジ
ナ
ク
ジ
ァ
に
脈

ち
な
け
れ
ば
他
の
方
面
の
遊
覧
を
果
た
し
…
得
な
い
の
で
、

遺
憾
な
が
ら
孚
臼
を
此
に
費
す
こ
ご
、
な
し
、
二
月
四
日

澤
部
民
ご
共
に
午
前
七
時
誉
グ
ル
を
出
で
自
働
車
を
騙
っ

て
此
に
至
っ
た
。

　
千
佛
寺
は
、
即
断
に
於
け
る
、
佛
敷
ご
婆
羅
門
敏
ご
を

問
は
す
、
一
切
建
築
の
中
野
も
優
秀
な
る
も
の
で
め
り
、

印
度
文
化
の
最
盛
期
の
製
作
に
係
る
も
の
で
あ
ら
う
ご
恩

ふ
。
瓜
畦
の
千
佛
寺
を
説
く
も
の
は
又
常
に
東
蒲
西
亜
に

於
け
る
　
》
ゆ
魁
（
0
7
＜
暮
　
ざ
之
を
比
較
す
る
の
で
あ
る
、

余
輩
今
同
の
遠
行
に
は
遽
憾
な
が
ら
時
日
切
話
の
静
め
束

藩
…
西
亜
に
寄
「
塾
す
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
、
詳
細
に
此
爾
…

者
を
討
論
す
る
こ
ご
は
轟
轟
な
い
が
、
其
製
作
年
代
か
ら

之
を
い
へ
ば
、
ア
ン
コ
ル
・
ブ
ト
は
十
三
世
紀
の
頃
に
成
れ

る
の
で
め
）
、
陣
瓜
畦
千
丈
寺
は
更
ら
に
数
百
年
古
く
、
其

彫
衛
の
美
的
領
値
亦
彼
は
到
底
千
三
寺
の
そ
れ
に
及
ば
ぬ

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
　
一
〇
圏
　
（
四
二
八
）

で
印
度
以
東
南
海
諸
等
に
於
け
る
古
代
の
美
術
的
作
品
こ

し
て
は
、
恐
ら
く
等
温
音
無
寺
を
以
て
第
一
と
し
な
け
れ

ば
な
ら
ぬ
こ
ご
、
信
ず
る
○
で
》
．
夢
≦
篭
長
民
も
千

佛
寺
を
以
て
埃
及
の
御
宇
塔
に
比
較
し
、
埃
及
の
大
金
字

塔
に
費
さ
れ
た
る
勢
力
ご
技
巧
ご
は
既
に
大
な
る
も
の
で

あ
る
が
、
ム
置
之
を
以
て
瓜
畦
「
四
地
に
於
け
る
此
寺
院
彫
刻

〔
千
佛
寿
〕
に
比
し
家
れ
ば
、
亦
殆
ん
ご
言
ふ
に
足
ら
す
」

ざ
迄
賞
讃
さ
れ
て
居
る
。
如
何
に
も
其
建
築
の
面
積
に
於

て
は
、
彼
ギ
セ
ー
の
大
金
字
塔
ご
伯
伸
の
間
に
あ
る
が
、

彼
に
あ
っ
て
は
喉
切
石
を
積
上
げ
π
の
み
で
あ
う
、
此
に

あ
っ
て
は
満
面
精
緻
な
る
彫
刻
を
施
し
た
の
で
あ
る
か
ら

其
勢
力
の
一
悪
大
な
る
こ
ご
は
言
ふ
を
侯
諭
す
、
其
美
的

便
値
に
干
て
も
到
底
同
日
に
語
る
を
得
な
い
α
で
あ
る
。

　
千
佛
寺
ズ
い
っ
て
も
嚴
密
の
意
義
に
於
て
は
、
寺
で
は

な
く
、
印
度
の
宰
堵
波
即
ち
塔
の
鍵
態
で
あ
る
。
が
此
に

は
俗
繕
に
從
ひ
姑
ら
く
寺
ξ
い
っ
て
麗
く
。
此
▼
寺
は
一
小

丘
を
利
用
し
造
っ
た
も
の
7
、
．
、
福
部
は
九
層
か
ら
成
立
ち



〆

千
丁
寺
　
野
山
融

第
六
巷
　
　
維
　
纂
　
　
瓜
　
畦
　
紀
　
行
（
下
）

蛸
監欝　　　　　騨“　　「　L　　　　　　　　　　　　　耳

、

我
邦
の
九
重
の
塔
に
相
慮
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
構
造

は
全
然
同
じ
く
な
い
○
遠
く
か
ら
し
て
之
を
望
め
ば
、
城

廓
…
か
寺
院
の
如
く
に
も
見
え
る
。
全
部
ラ
ヴ
石
の
切
石
を

積
上
げ
、
強
面
に
微
細
精
巧
な
る
彫
刻
を
施
し
て
あ
る
。

搭
ぎ
し
て
之
を
見
れ
ば
茶
礎
の
割
合
に
高
さ
が
低
く
、
（
高

ご
基
礎
こ
の
比
は
一
ご
三
、
一
七
で
あ
る
、
）
除
り
雄
大
な

る
戚
を
生
じ
な
い
。
勿
論
上
都
は
地
響
の
隔
落
し
た
が
爲

・
め
、
鞘
其
高
を
減
じ
た
こ
も
い
ふ
が
、
何
れ
に
し
て
も
今
少

し
く
高
く
天
塞
に
聾
え
た
な
ら
ば
、
更
ら
に
酬
暦
の
斐
槻

を
添
え
得
た
こ
ご
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。
切
石
と
切
石
ご
の

聞
に
は
セ
メ
ン
ト
の
類
を
用
み
す
、
軍
に
上
履
の
石
の
下

　
に
贋
を
造
り
、
下
履
の
石
の
上
部
に
穴
を
穿
ち
、
之
を
嵌
．

込
む
や
う
に
出
來
て
居
る
。
彫
刻
に
は
或
は
元
ご
臼
塾
を

、
塗
治
し
、
彩
色
を
施
し
て
あ
っ
π
も
の
か
ご
も
思
ふ
が
、

今
は
丁
丁
蓬
を
も
留
め
ぬ
。

　
　
寺
帥
ち
塔
は
正
方
形
の
基
礎
の
上
に
建
つ
の
で
あ
る

　
が
、
圖
に
示
す
如
く
各
邊
何
れ
も
同
機
ジ
ソ
ク
ザ
ソ
ク
の
曲

　
　
　
　
　
　
　
策
三
號
　
　
一
〇
五
　
（
四
二
九
）



第
六
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
瓜
　
畦
　
紀
　
行
（
下
）

部一の彫浮壁岡寺佛千
　
　
　
　
　
　
聡
三
號
　
　
　
一
〇
六
　
（
四
三
〇
）

線
を
な
し
て
居
る
。
元
來
此
塔
は
何
れ
の
部
分
も
直
線
か

ら
成
立
す
る
に
關
は
ら
す
、
全
膿
ご
し
て
は
成
る
ぺ
ぐ
圓

形
に
近
ら
し
め
ん
ご
企
て
た
も
の
ら
し
い
。
此
ジ
ソ
ク
ザ

》
ク
の
曲
折
を
設
け
た
の
も
亦
全
く
此
精
帥
に
本
つ
く
こ

ビ
は
、
仔
細
に
其
各
部
を
研
究
す
れ
ば
容
，
、
に
剣
る
。
底

邊
の
直
経
は
約
六
十
一
問
絵
、
四
面
の
中
央
よ
り
し
て
は
、

各
頂
上
に
隣
す
る
昇
降
の
階
段
が
設
け
ら
る
。
基
礎
よ
り

以
上
の
五
層
は
何
れ
も
同
一
の
構
造
で
あ
っ
て
、
唯
上
部

に
昇
る
に
随
ひ
、
次
第
に
其
面
積
が
狡
小
ご
な
る
の
み
で

あ
る
。
而
し
て
其
一
置
酒
に
高
約
一
難
、
厚
四
尺
籐
の
壁

を
以
て
羅
綾
せ
ら
る
。
壁
の
内
部
は
勿
論
土
で
あ
る
が
、

其
面
に
は
前
に
一
言
し
た
如
く
ラ
ヴ
の
切
石
葎
以
っ
て
聲

み
、
全
面
一
段
或
は
二
段
に
佛
傳
、
本
生
潭
、
佛
菩
薩
像
等

を
彫
刻
し
、
更
ら
に
室
威
を
離
せ
澱
。
認
れ
は
一
階
よ
り

五
階
に
至
る
迄
同
様
で
あ
る
か
ら
、
若
し
此
等
の
蟹
田
面

を
一
直
線
に
並
列
せ
し
む
れ
ば
、
長
講
三
哩
に
も
達
す
・
ご

い
ふ
。
此
等
麗
麗
め
数
は
総
べ
て
約
二
千
ご
い
は
れ
、
其



講
審
叢
・

第
山
ハ
巻
　
　
　
雑
　

纂
　
　
　
瓜
↑
　
嘘
　
　
紀
　
　
行
（
下
）

部一の彫潭壁周寺佛千

中
編
や
多
少
建
議
せ
ら
れ
、
不
明
な
る
も
の
、
鋏
損
す

る
も
の
も
あ
る
が
、
爾
ほ
一
千
六
百
は
明
か
に
之
を
認
め

得
ら
る
・
、
こ
い
ふ
。
吾
人
は
之
に
よ
っ
て
も
此
塔
の
建
設

者
が
、
如
何
に
一
代
の
精
力
を
傾
注
し
た
か
を
知
レ
得
る

の
で
あ
る
。
而
し
て
円
塔
が
印
度
以
東
南
海
諸
國
の
美
術

製
作
の
中
に
あ
っ
て
、
轟
然
頭
角
を
顯
は
し
、
濁
り
其
大

ご
美
ご
を
誇
り
得
る
所
以
の
も
の
も
亦
全
く
此
に
あ
る
の

で
あ
る
。
塔
全
野
ε
し
て
の
設
計
の
不
備
も
、
亦
之
に
よ

っ
て
善
く
償
は
る
、
こ
ご
が
出
懸
る
。
其
彫
法
は
頗
る
巧

妙
で
あ
り
、
顯
は
す
所
の
人
物
は
悉
く
印
度
的
な
ら
ざ
る

は
な
い
。
彼
等
の
何
れ
も
麹
多
後
期
の
印
度
藍
法
の
流
を

汲
め
る
こ
ビ
も
一
見
疑
を
容
れ
漁
。
瓜
畦
各
地
に
爽
見
せ

ら
る
，
、
土
人
の
彫
刻
ご
は
遙
か
に
異
な
っ
て
居
る
所
を
以

て
見
r
ば
、
其
印
度
移
住
民
の
手
に
成
れ
る
こ
ピ
も
明
か

で
あ
る
。
フ
ー
シ
ェ
ー
氏
は
嘗
て
之
を
評
し
て
、
「
彼
等
の

線
は
繊
細
に
し
て
力
に
乏
し
い
が
、
其
比
例
は
善
く
調
ひ

其
睾
動
は
自
然
で
あ
り
、
態
度
亦
鍵
化
に
富
む
Q
彼
等
は

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
七
　
（
四
三
噌
，
）
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山
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紀
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下
）

叉
能
く
透
映
の
法
を
知
る
。
…
…
…
印
度
に
於
て
す
ら
も

若
し
健
陀
羅
、
ア
マ
ラ
ー
ブ
チ
ー
ベ
ナ
ー
レ
ス
諸
涙
に
於

け
る
少
数
の
大
作
を
除
け
ば
一
ご
し
て
此
極
東
の
地
を
榮

え
た
る
聖
岳
美
術
に
勝
れ
る
も
の
は
な
い
」
（
瓜
畦
の
佛
敷

美
術
）
こ
い
っ
て
居
る
が
、
此
言
は
決
し
て
盗
美
ご
「
は
い

↓
よ
τ
λ
o

を
λ
異
渉

　
潭
彫
の
題
目
は
主
こ
し
て
佛
傳
、
本
生
課
、
其
他
佛
典

に
顯
は
る
、
諦
種
の
佛
菩
薩
天
瀧
鬼
紳
の
類
で
あ
る
が
、

此
等
は
構
ほ
未
だ
十
分
の
研
究
を
湿
た
る
も
の
で
は
な
い

其
意
義
の
關
明
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
が
多
い
。
　
　
囲
。
旨
。
の

夏
。
切
＆
き
出
。
σ
q
。
＆
①
陣
酬
仙
①
嵩
ω
圏
ε
同
冥
霞
2
島
霧
8
Φ
旨
鷲
冨

㏄
曾
O
げ
鼠
戸
『
や
切
9
危
μ
2
の
「
瓜
畦
に
於
け
る
佛
敏
美
術
」

（
誹
。
守
σ
q
ご
臨
σ
q
・
h
舅
一
＆
壽
け
》
唇
や
8
い
み
＆
≧
W
亭

蜀
ご
浄
一
愚
8
同
・
ぎ
蓉
駐
二
自
簿
び
○
旨
一
旨
く
。
口
●
H
×
）

等
に
解
説
す
る
所
、
亦
唯
僅
か
に
其
佛
傳
や
本
生
課
の
一

部
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
が
佛
傳
本
生
諜
の
類
は
第
一

階
第
二
階
に
多
く
、
上
階
に
至
る
に
從
ひ
、
物
語
を
題
材

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
入
　
（
四
三
二
）

ご
し
た
も
の
は
少
く
な
り
、
次
第
に
佛
菩
薩
乃
至
供
養
の

像
が
多
く
な
る
の
で
あ
る
。
が
特
に
注
意
す
べ
き
は
、
其

第
二
階
の
一
醤
に
は
四
二
又
は
六
壁
の
槻
昔
像
や
、
縷
懇

を
手
に
せ
る
文
殊
の
聖
杯
が
顯
は
れ
、
又
三
階
に
は
三
奪

佛
の
像
杯
も
あ
る
。
此
等
に
よ
っ
て
見
て
も
此
塔
を
製
作

し
π
三
時
の
瓜
畦
佛
敷
の
大
乗
敷
で
あ
っ
た
こ
ざ
は
疑
ふ

べ
か
ら
ざ
る
事
實
の
や
う
で
め
る
Q

’
彫
刻
の
美
術
的
儂
値
に
就
い
て
は
今
此
に
詳
論
す
る
を

得
な
い
か
ら
、
姑
ら
く
此
に
筆
を
燗
き
、
更
ら
に
塔
の
構

造
に
遣
っ
て
之
を
述
べ
や
う
。
周
壁
の
上
部
に
は
寵
が
騎

列
し
造
ら
れ
、
其
類
総
べ
て
四
百
三
十
二
こ
も
六
こ
も
繕

せ
ら
る
。
而
し
て
此
等
の
一
々
に
は
等
身
大
の
佛
坐
像
が

・
安
置
せ
ら
る
、
o
勿
論
現
時
其
多
く
は
既
に
殿
即
せ
ら
れ
、

或
は
取
去
ら
れ
て
は
居
る
が
、
術
ほ
多
少
は
存
す
る
。
傳

ふ
る
所
に
よ
れ
ば
英
人
が
始
め
て
此
塔
を
磯
無
し
て
以
來

土
地
の
好
事
家
は
孚
ふ
て
之
を
取
去
り
、
自
家
庭
園
の
装

飾
ε
な
し
、
和
蘭
兵
は
瓜
畦
感
孚
の
時
此
に
駐
屯
し
、
佛
像



の
頭
を
射
的
ビ
な
し
、
燈
火
演
習
を
も
な
し
、
且
つ
無
知

の
小
見
は
佛
頭
を
取
り
互
に
相
投
じ
て
戯
遇
し
た
ご
も
い

ふ
Q
各
階
中
央
の
昇
ロ
に
は
、
ア
ー
チ
が
造
ら
れ
元
ε
は

木
若
く
は
鐵
の
扉
が
あ
っ
て
之
を
開
閉
し
た
も
の
、
や
う

で
あ
る
。
・
今
は
一
つ
存
す
る
も

の
も
な
い
。
が
其
左
右
の
ア
ー

チ
の
石
に
は
木
を
挿
込
ん
だ
ご

も
思
は
る
＼
穴
が
穿
っ
て
あ
る

墾
鴬
野
は
一
階
毎
に
上
の
周
壁

ε
下
の
周
壁
こ
の
間
を
歩
む
の

で
、
是
れ
が
所
謂
経
管
の
途
で

あ
り
、
此
に
も
全
部
ラ
ヴ
の
切

石
を
軽
み
幅
約
⊥
ハ
尺
計
あ
る
。

・
強
　
一

群
㌧
臨
画

磯

其
中
に
は
各
蓮
華
座
上
の
佛
坐
像
が
安
置
し
て
あ
る
。
此

等
…
塔
内
の
坐
像
は
何
れ
も
製
作
特
に
勝
り
、
石
材
も
ラ

ヴ
で
は
な
く
、
色
の
精
白
い
石
（
石
音
石
か
）
で
あ
る
。
其

．
製
作
か
ら
見
れ
ば
塗
壁
彫
よ
り
も
一
思
舌
い
も
の
で
、
印

　
　
　
　
　
　
　
　
度
魍
多
期
の
最
盛
期
四
五
百
年
前
後

第
五
段
を
昇
り
終
る
ご
鞘
開
い
た
場
所
が
あ
り
、
之
よ

り
以
上
は
周
壁
を
設
け
す
叉
此
迄
の
方
形
の
基
礎
を
憂
じ

て
圓
形
こ
な
し
、
三
段
を
設
く
る
。
而
し
て
其
各
階
を
続

っ
て
約
五
尺
の
高
を
有
す
る
右
心
波
を
造
b
之
を
噺
置
し

　
　
　
第
六
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
瓜
　
唖
　
祀
　
行
（
下
）

塗
、箭

ｹ凝‘

vt

佛の内塔小部上寺佛千

は
施
無
畏
の
印
を
結
ぶ
。

寳
生
第
三
は
阿
彌
陀
、
第
四
は
富
岳
成
就
だ
ご
い
ふ
説
も

あ
る
が
、
果
し
て
然
る
か
否
は
不
明
で
あ
る
。
又
此
小
塔
’

は
宛
も
竹
を
編
め
る
が
如
く
菱
形
の
穴
を
透
彫
に
し
て
あ

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
〇
九
　
（
四
三
三
）

の
作
に
係
り
し
も
の
で
は
な
か
ら
う

か
ε
思
ふ
。
小
舌
の
数
は
都
合
七
十

二
あ
る
が
其
中
佛
像
の
形
式
大
小
は

何
れ
も
同
一
で
あ
b
、
唯
其
印
相
が

異
な
っ
て
居
る
の
み
で
あ
る
。
帥
ち

東
方
に
面
す
る
も
の
は
降
魔
の
印
、

南
方
に
面
す
る
は
與
願
の
印
、
西

方
の
は
灘
定
の
印
、
而
し
て
北
方
の

　
　
で
此
第
一
は
阿
閾
佛
、
第
二
は



　
　
　
第
六
巻
　
雑
纂
　
瓜
嘘
紀
行
（
下
）

る
。
で
吾
人
は
能
く
其
内
部
の
胃
癌
を
拝
し
得
る
の
で
あ

る
。
斯
か
る
塔
の
製
作
は
面
識
以
外
の
縁
柱
に
は
未
だ
曾

て
見
ざ
る
所
で
あ
る
。

　
上
の
三
段
を
昇
り
絡
る
ε
、
此
に
最
後
の
塔
が
建
つ
C

居
る
。
高
約
一
丈
二
尺
、
底
邊
の
直
穫
五
丈
五
尺
。
中
央

に
は
穴
が
あ
っ
て
深
く
益
益
の
底
に
迄
達
す
ε
い
は
る
．
、

此
塔
は
之
ご
密
閉
し
て
お
っ
た
の
で
あ
る
が
、
…
入
七
若

年
始
め
て
其
7
方
を
破
っ
て
内
部
を
槍
…
し
た
。
此
時
に
は

黄
金
の
装
飾
杯
も
螢
見
せ
ら
れ
た
こ
い
ふ
。
而
し
て
爾
ほ

此
に
一
の
奇
な
る
は
其
内
部
上
申
に
は
、
未
完
成
の
佛
像

が
一
偏
埋
藏
せ
ら
れ
て
あ
る
こ
ビ
で
あ
る
。
携
れ
も
其
時

に
は
機
興
し
調
査
し
た
の
で
あ
る
が
、
上
告
の
記
録
に
よ

る
ご
其
頭
部
…
の
毛
慨
髪
、
爾
耳
、
手
、
足
、
由
量
等
は
唐
兀
成
さ

れ
て
居
な
い
Q
其
後
聖
像
は
再
び
此
に
埋
藏
せ
ら
れ
、
奮

の
如
く
早
筆
土
を
覆
ひ
、
唯
頭
部
だ
け
を
地
上
に
顯
は
し

て
あ
る
。
元
來
軽
羅
は
全
塔
の
更
も
重
要
な
る
地
位
に
あ

る
の
で
あ
る
か
ら
、
何
が
故
に
斯
か
る
宇
成
の
像
を
此
に

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
H
一
〇
　
（
四
三
四
）

磁
器
し
た
か
に
諾
し
、
諸
学
附
會
の
説
が
泰
西
學
者
の
問

に
行
は
れ
た
。
勿
論
何
れ
も
信
ず
る
に
足
ら
ざ
る
の
で
あ
．

る
。
で
フ
！
シ
エ
ー
氏
は
此
等
の
説
を
列
癒
し
、
更
ら
に

一
つ
推
測
説
を
凹
田
し
て
い
ふ
、
西
域
記
杯
に
よ
る
ε
昔

時
一
書
羅
門
あ
っ
て
佛
陀
伽
耶
に
一
精
舎
を
造
り
、
工
人

を
招
い
て
暦
齢
を
造
ら
し
め
ん
ご
し
た
が
、
人
の
之
に
磨

す
る
も
の
が
な
か
っ
た
。
時
に
一
婆
羅
門
あ
り
、
我
善
く

佛
憎
相
を
圖
寵
せ
ん
ε
言
ひ
、
精
舎
の
戸
を
閉
ぢ
、
其
業

に
從
書
し
、
六
月
後
門
を
開
く
べ
し
ど
告
げ
た
。
期
に
先

？
ど
四
日
、
衆
人
相
集
ま
り
戸
を
開
き
見
る
に
、
佛
像

は
富
強
こ
し
て
存
し
た
が
、
「
純
血
乳
上
無
二
未
周
し
、
而

し
て
購
入
は
聖
恩
に
行
っ
た
か
更
ら
に
其
形
を
顯
は
さ
ぬ

で
衆
皆
悲
嘆
し
た
ご
い
ふ
。
（
西
域
記
懇
入
）
此
像
は
帥
ち

彼
を
難
し
淀
の
で
、
埋
れ
が
抑
も
未
成
の
像
を
此
、
に
造
っ

た
所
以
で
は
な
か
ら
う
か
ε
い
ふ
の
で
あ
る
Q
是
れ
も
誠

に
穿
つ
た
説
で
は
あ
る
が
、
西
域
記
に
す
れ
ば
「
右
乳
上

圖
螢
来
由
」
ご
あ
る
か
ら
、
乳
下
の
部
分
は
既
に
完
成
し



居
た
や
う
で
あ
る
が
、
今
此
塔
内
に
埋
藏
せ
ら
る
、
像
を

見
れ
ば
（
獲
掘
當
時
撮
影
の
窩
眞
は
載
せ
て
前
記
フ
：
シ

エ
ー
民
の
著
書
中
に
あ
る
）
、
　
蕾
に
乳
上
の
み
で
は
な
く

其
下
部
手
足
に
至
る
泡
何
れ
も
完
成
せ
ら
れ
澱
。
で
是
れ

は
彼
傳
説
ご
も
勿
論
相
合
せ
ぬ
。
依
然
こ
し
て
千
古
の
謎

で
あ
る
。

　
爾
ほ
千
佛
塔
構
造
の
説
明
を
労
る
に
望
み
一
言
し
な
け

れ
ば
な
ら
ぬ
こ
ご
が
あ
る
。
此
繊
切
の
麟
泥
肥
は
鵡
醐
に
燃
川
べ
た

如
く
頗
る
複
雑
で
、
印
度
に
普
通
見
る
所
や
、
支
那
に
所

謂
鯉
朧
塔
二
一
ご
賀
す
る
も
の
こ
は
大
に
其
趣
を
豊
ハ
に
す
・
る
。

で
果
し
て
其
れ
が
塔
ご
齢
す
べ
き
か
否
も
一
見
不
明
で
あ

る
が
、
併
し
其
塔
の
一
書
態
な
る
こ
ビ
は
何
等
疑
を
容
る

べ
き
除
地
を
有
せ
ぬ
。
帥
ら
下
部
の
五
段
は
塔
の
壷
座
で

あ
る
。
印
度
本
塁
の
案
堵
波
は
基
礎
の
上
に
覆
鉢
な
る
の

ド
ー
ム
形
の
も
の
が
置
か
る
、
の
で
あ
る
が
、
西
北
印
度

に
於
て
は
其
基
礎
が
非
常
に
高
く
な
り
、
之
を
・
方
形
ご
な

し
、
更
ら
に
三
段
叉
は
五
段
に
匿
暑
し
、
其
周
園
に
佛
像

　
　
　
鱈
鮒
山
口
巷
　
　
　
雑
　

纂
　
　
　
瓜
　

薩山

@
紀
　
　
行
（
下
）

等
を
彫
謝
し
た
の
が
最
竜
普
通
で
あ
る
。
千
斜
塔
の
下
部

の
五
段
は
即
ち
之
に
相
癒
す
る
の
で
あ
る
Q
但
其
れ
は
更

ら
に
一
挙
之
を
複
維
に
し
、
周
壁
を
造
b
之
に
山
回
を
な

す
こ
ご
＼
な
つ
淀
。
上
の
三
段
は
彼
覆
鉢
に
相
毒
す
る
。

但
覆
鉢
に
も
楷
段
を
設
け
、
樹
ほ
多
数
の
小
鷺
を
排
列
し

た
の
は
、
一
暦
意
匠
を
凝
ら
し
だ
所
で
め
ら
う
。
而
し
て

最
上
の
塔
は
帥
ち
窓
頭
以
上
の
部
分
に
當
る
。
で
此
に
は

佛
像
（
含
利
の
代
り
）
や
黄
金
の
装
飾
物
を
も
牧
め
た
も
の

ε
思
は
る
。
し
て
見
れ
ば
大
騰
に
於
て
塔
の
元
理
に
合
し

た
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
各
部
分
に
於
て
一
聯
技
工
を
弄

し
た
も
の
ε
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
。
而
し
て
斯
か
る
技

工
を
弄
し
π
塔
は
、
印
度
其
他
の
地
方
に
於
て
も
未
だ
曾

て
獲
見
せ
ざ
る
所
で
あ
る
の
を
以
て
見
れ
ば
、
恐
ら
く
瓜

畦
移
住
の
印
度
技
術
家
の
特
に
影
響
意
匠
を
出
し
た
も
の

か
ご
推
測
せ
ら
る
。
此
貼
か
ら
し
て
論
ず
れ
ば
、
瓜
瞳
千

佛
塔
は
亦
塔
の
歴
島
上
に
も
一
の
注
意
す
べ
き
顯
象
で
あ

る
こ
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
一
　
（
四
三
五
）



第
山
陽
撫
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瓜
　
　
瞳
翫
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下
）

（二）

建
築
時
期

　
千
佛
寺
製
作
の
年
代
に
就
い
て
は
、
元
書
斎
廣
大
な
る

建
築
中
未
だ
何
れ
に
も
題
銘
の
登
見
せ
ら
れ
ざ
る
こ
ご
、

歴
史
傳
説
の
極
め
て
荘
漠
こ
し
て
捕
捉
し
難
き
ご
に
よ
り

現
時
何
人
も
確
ご
し
て
之
を
断
言
し
得
ざ
る
の
で
あ
る
。

で
和
蘭
の
囚
o
B
や
響
磐
留
。
。
氏
は
紀
元
後
入
五
〇
乃

至
九
〇
〇
年
を
以
て
其
製
作
の
時
期
ご
な
し
、
彰
ド
暮
§
鳥

氏
は
主
ご
し
て
歴
史
上
の
根
篠
に
よ
り
九
世
紀
若
く
は
八

世
紀
の
作
ざ
な
し
6
筈
葺
9
ρ
民
亦
之
に
同
じ
、
舅
○
唐
冨
脱

離
は
ア
ン
コ
ル
・
ヴ
ト
よ
b
も
約
一
ご
百
年
若
く
は
諏
ハ
以
議
剛

に
成
れ
る
も
の
こ
な
す
。
（
ア
ン
コ
ル
の
成
れ
る
は
約
十
二

世
紀
前
後
で
あ
る
か
ら
、
此
説
も
亦
九
世
紀
若
く
は
入
世

紀
頃
を
以
で
千
佛
寺
製
作
の
年
代
ご
認
め
た
も
の
こ
思
は

る
）
術
ほ
閃
巽
σ
q
蕊
ω
o
昌
氏
は
其
の
建
築
上
の
標
式
か
ら
し

て
、
此
等
の
説
よ
り
も
更
ら
に
一
世
紀
湖
る
べ
き
も
の
た

る
こ
ε
は
忍
な
き
事
實
で
あ
る
ご
い
ふ
。
氏
の
説
に
よ
れ

　
　
　
　
　
　
第
ご
一
號
　
　
　

一
　
一
二
　
　
（
M
四
一
ご
由
ハ
）

ば
「
其
（
千
佛
寺
）
彫
刻
の
標
式
特
性
は
、
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー

の
最
も
新
し
い
石
窟
（
例
え
ば
第
二
十
六
番
の
如
き
）
や
西

方
○
募
酵
に
於
け
る
そ
れ
ε
殆
ん
ざ
同
じ
く
、
彼
等
は
宛

も
同
一
手
に
成
れ
る
に
あ
ら
す
や
こ
も
思
は
る
、
の
で
あ

る
か
ら
、
此
等
爾
者
の
製
作
年
代
に
鞭
て
甚
だ
し
き
間
隔

の
存
す
る
こ
ビ
を
考
へ
得
な
い
。
で
若
し
余
輩
が
彼
看
窟

を
以
て
第
七
世
紀
の
前
掌
に
成
れ
る
も
の
ご
し
て
大
い
に

言
な
し
ご
せ
ば
、
瓜
畦
の
此
遺
跡
は
邊
く
も
同
世
紀
の
後

丸
に
造
ら
れ
た
も
の
こ
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
ε
い
ふ
Q

閃
巽
σ
q
諺
ω
O
昌
氏
の
説
は
頗
る
可
能
で
あ
る
、
併
し
な
が
ら

同
一
地
方
に
於
て
な
ら
ば
建
築
襟
式
の
墾
化
は
登
楼
の
製

作
年
代
を
定
む
る
に
足
る
が
、
印
度
ご
瓜
畦
ビ
の
如
き
幾

千
哩
を
距
て
た
國
土
に
於
て
は
、
号
令
ひ
後
者
が
憂
然
前

者
に
依
る
も
の
ε
し
て
も
、
其
時
期
は
必
ら
す
し
も
常
に

精
確
に
は
連
喫
せ
ぬ
。
の
み
な
ら
す
印
度
の
建
築
も
其
地

方
に
よ
っ
て
多
少
の
墾
化
が
あ
り
、
瓜
畦
の
は
果
し
て
何

れ
の
地
方
か
ら
傳
与
し
た
か
も
樹
ほ
頗
る
不
明
な
る
に
於

r



て
は
樹
更
で
め
る
。
併
し
斯
か
る
大
建
築
が
造
ら
る
、
に

は
、
豊
島
の
佛
敷
信
仰
の
最
も
盛
大
で
あ
っ
π
時
期
で
な

く
て
は
な
ら
ぬ
こ
ご
は
論
を
倹
π
ぬ
。
然
ら
ば
瓜
畦
島
の

佛
鍛
の
曝
露
輸
入
せ
ら
れ
、
如
何
な
る
時
期
に
最
も
隆
盛

ε
な
っ
た
か
を
究
む
る
の
は
、
其
建
築
や
彫
像
の
機
式
を

比
較
研
究
す
る
ご
同
機
必
要
な
る
事
件
で
あ
っ
て
、
此
爾

者
を
併
せ
考
う
れ
ば
曲
面
寺
建
築
の
時
期
を
推
定
す
る
に

於
て
も
稗
超
す
る
駅
少
か
ら
ぬ
こ
ご
、
信
ず
る
。
で
余
輩

ほ
此
、
に
先
づ
極
め
て
貧
溺
な
る
材
料
か
ら
で
は
あ
る
が
、

瓜
連
に
於
け
る
掻
敷
傳
摩
の
状
況
を
概
親
し
、
然
る
後
其

建
築
彫
像
の
様
式
に
就
い
て
聯
か
印
度
の
そ
れ
ご
比
較
し

て
見
や
う
ざ
思
ふ
。

　
前
に
も
一
言
し
だ
如
く
瓜
畦
の
傳
説
に
よ
れ
ぽ
、
〉
無

む。

T
ρ
　
な
る
も
の
が
印
度
よ
り
移
住
し
來
っ
て
全
島
を
統

一
し
、
此
に
塁
審
國
な
る
も
の
が
建
て
ら
れ
た
こ
い
ふ
の

で
あ
る
。
而
し
て
彼
が
ω
算
ρ
紀
元
を
始
め
セ
ご
す
る
の

で
、
之
を
以
て
紀
元
後
一
世
紀
の
人
ε
す
る
。
（
ω
欝
9
紀

　
　
　
錐
山
ハ
巷
　
　
　
維
　
纂
　
　
　
一
八
　
雲
雨
　
紀
　
　
行
（
下
）

元
元
年
は
西
暦
紀
元
後
七
五
年
で
あ
る
が
、
瓜
畦
で
は
七

九
年
ご
墾
化
し
た
ε
も
い
ふ
）
Q
一
揖
》
＆
ω
簿
9
な
る

も
の
は
果
し
て
國
王
で
あ
っ
た
か
、
宗
敏
家
で
あ
っ
た
か

鋼
ら
ぬ
が
、
何
れ
に
し
て
も
若
し
果
し
て
當
時
印
度
か
ら

移
住
し
來
つ
た
も
の
で
あ
っ
た
ご
す
れ
ば
、
其
何
人
た
る

を
問
は
す
、
之
ご
共
に
宗
務
を
脇
輸
入
し
セ
こ
ビ
、
思
ふ

の
み
な
ら
す
紀
元
一
世
紀
頃
の
印
度
で
は
佛
敷
が
爾
ほ
魁

會
に
彌
漫
し
て
居
だ
の
で
あ
る
か
ら
、
其
座
敷
も
亦
必
ら

す
黒
煙
で
あ
っ
た
ら
う
ご
推
察
せ
ら
る
、
◎
が
若
し
両
三

の
歴
迫
に
よ
っ
て
異
宗
敷
の
も
の
が
移
住
し
π
ε
す
れ
ば

或
は
婆
羅
門
敏
徒
で
あ
っ
だ
こ
考
へ
ら
れ
澱
こ
ビ
も
な
い

併
し
な
が
ら
元
牽
ω
欝
ρ
紀
元
な
る
も
の
は
印
度
に
始
ま

り
、
同
國
に
於
て
は
最
も
泣
く
海
送
も
長
く
行
は
れ
た
紀

元
で
あ
り
、
決
し
て
瓜
畦
に
始
ま
り
印
度
に
直
入
せ
ら
れ

た
も
の
で
は
な
い
Q
し
て
見
る
ご
》
象
ω
欝
ρ
な
る
も
の

が
瓜
畦
に
來
り
、
此
に
其
紀
元
を
創
め
た
ご
い
ふ
の
は
、

殆
ん
ざ
信
ず
べ
か
ら
ざ
る
附
會
の
説
た
る
を
免
れ
漁
Q

　
　
　
　
　
．
　
第
三
號
　
　
一
一
三
　
（
四
三
七
）



　
　
　
第
山
ハ
巻
　
　
　
雑
　
纂
　
　
　
瓜
一
　
隠
一
　
絶
　
行
八
下
）

是
れ
は
大
プ
ハ
ー
ラ
タ
物
語
を
瓜
嘘
語
に
翻
課
し
、
而
し

て
其
物
語
中
の
事
實
を
瓜
畦
に
移
し
た
こ
同
巧
異
曲
の
説

で
あ
る
。
特
に
　
鑑
町
ご
は
第
一
、
最
初
の
義
で
あ
る
か

　
　
　
う

ら
、
　
》
島
ω
算
轡
ビ
は
最
初
の
O
q
穿
簿
王
の
義
に
外
な
ら

澱
Q
邸
ち
其
の
紳
話
的
人
物
で
あ
っ
て
、
恥
し
て
歴
史
的

入
物
で
な
い
こ
ご
も
罪
な
い
。
ラ
シ
フ
〃
ス
の
歴
史
に
は

紀
元
後
七
世
紀
の
頃
印
度
グ
ジ
ャ
ラ
ト
の
王
に
U
一
ω
穿
》

マ〈

ﾍ
O
ミ
9
ω
黛
鼻
　
ざ
輔
構
す
る
も
の
が
あ
る
。
葬
れ
が
即

ち
此
に
》
集
　
Q
Q
算
帥
　
ご
呈
す
る
も
の
で
あ
ら
う
か
ε
疑

を
も
越
し
て
あ
る
が
、
余
輩
を
以
て
見
れ
ば
是
れ
亦
何
等

謂
な
き
こ
ご
で
あ
る
Q
街
ほ
う
ソ
フ
ル
ス
氏
等
の
傳
ふ
る

所
に
よ
れ
ば
日
憂
韓
衆
叉
は
8
駈
引
讐
）
な
る
も
の
が
印

度
の
宗
軍
事
術
を
瓜
畦
に
輸
入
し
た
こ
も
い
ふ
。
而
し
て

一
説
に
は
是
れ
が
即
ち
》
臼
も
∩
穿
勲
で
さ
る
こ
も
い
ひ
、

又
一
説
に
は
昇
れ
は
紀
元
後
三
世
紀
頃
の
こ
ビ
で
あ
り
、

彼
は
佛
敷
徒
で
あ
っ
た
こ
も
い
ふ
。
聞
2
σ
q
器
。
。
9
御
貰
は
如

何
な
る
理
由
に
よ
っ
て
か
、
之
を
以
て
婆
羅
門
塾
徒
で
あ

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
【
一
四
　
（
四
三
八
）

ら
う
こ
な
し
、
宣
敷
の
爲
め
瓜
畦
に
摩
た
も
の
で
あ
る
が

彼
は
非
建
築
的
の
入
種
で
あ
っ
た
ら
う
こ
い
ふ
。
併
し
是

れ
も
軍
に
傳
説
で
あ
っ
て
果
し
て
歴
史
的
事
實
で
あ
っ
た

か
否
も
明
か
な
ら
ぬ
。
況
ん
や
其
佛
血
気
た
る
か
婆
羅
門

車
塵
た
る
か
は
、
殆
ん
ご
捕
捉
す
る
所
な
い
の
で
あ
る
Q

・
紀
元
後
四
百
年
代
の
初
、
彼
法
顯
三
藏
は
印
度
よ
り
蹄

途
愚
婦
に
寄
港
し
、
誘
起
留
ま
る
こ
ビ
五
月
、
而
し
て
彼

は
「
其
國
外
道
婆
羅
門
興
盛
、
佛
油
不
足
言
」
ご
い
ふ
。

参
れ
に
由
っ
て
槻
れ
ば
四
百
年
代
の
初
に
は
婆
羅
門
激
既

に
此
に
渡
楽
し
だ
こ
ざ
は
疑
な
い
。
而
し
て
佛
法
は
言
ふ

に
足
ら
す
ご
は
、
佛
激
の
絶
無
な
る
の
義
で
は
な
く
、
多

少
の
佛
敷
の
傳
属
す
る
も
の
あ
っ
て
も
、
婆
羅
門
敷
に
比

し
て
は
其
勢
力
の
極
め
て
微
々
た
る
こ
ピ
を
意
毒
す
る
も

の
ざ
思
は
る
。
乃
ち
同
島
の
佛
敏
は
邊
く
も
紀
元
前
四
百

年
以
前
、
既
に
何
人
か
に
よ
っ
て
楡
期
せ
ら
れ
た
こ
ご
は

疑
な
い
。
而
し
て
印
度
人
は
元
來
李
和
の
國
民
で
あ
っ
て

筆
鋒
を
侵
聾
し
た
こ
ご
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
等



が
瓜
畦
に
移
住
し
牽
っ
だ
の
も
、
恐
ら
く
蓮
商
貿
易
の
目

的
で
あ
っ
だ
の
に
相
違
な
い
。
で
當
時
果
し
て
印
度
人
の

王
國
が
建
設
せ
ら
れ
て
居
た
か
否
は
明
か
な
ら
澱
が
、
婆

羅
門
敏
が
盛
に
行
は
れ
て
居
た
ご
す
れ
ば
、
其
移
住
民
も

急
な
b
に
多
か
つ
π
こ
ご
は
疑
な
か
ら
う
。
而
し
て
爾
晋

以
後
唐
時
代
に
至
っ
て
は
印
度
ε
南
海
諸
島
ビ
の
間
の
里

腹
も
極
め
て
頻
繁
ご
な
っ
た
こ
ご
は
明
瞭
な
る
事
功
で
あ

る
か
ら
、
次
第
に
磁
化
の
遙
か
に
優
越
し
た
印
度
人
の
勢

力
も
瓜
畦
に
普
及
す
る
に
至
っ
た
も
の
で
あ
ら
う
。
支
那

の
正
史
に
零
れ
ば
、
支
那
と
墨
継
ご
の
交
通
は
事
例
の
元

嘉
十
二
年
か
ら
始
ま
る
。
此
年
に
は
瓜
畦
の
國
王
師
湿
婆

達
陀
阿
羅
卵
綴
な
る
も
の
が
使
を
遣
は
し
表
を
奉
っ
た
。

・
而
し
て
其
表
は
「
宋
國
大
主
大
吉
天
子
足
下
、
敬
禮
一
艶
種

智
、
剛
堅
天
人
師
、
降
伏
四
魔
、
成
等
正
野
、
轄
尊
法
輪
、

度
脱
衆
生
、
敷
化
巳
周
、
入
国
浬
繋
、
舎
利
流
布
趨
無
量

塔
、
衆
母
荘
嚴
如
須
彌
山
、
纒
法
流
出
職
田
照
明
、
無
量

浮
僧
猶
如
揖
宿
」
等
ご
あ
り
、
其
絡
に
は
「
今
遣
使
耳
底
大

　
　
　
第
六
巻
　
　
雑
　
纂
　
　
瓜
　
嘘
　
絶
　
行
（
下
∵

陀
婆
、
副
使
葛
抵
、
奉
宣
微
誠
、
稽
首
敬
禮
大
吉
天
子
足

下
L
云
々
こ
い
ふ
。
（
宋
書
窓
九
十
七
）
此
國
王
や
正
使
の

名
か
ら
見
れ
ば
、
彼
等
は
何
れ
も
印
度
入
か
印
度
系
の
人

ら
し
い
。
若
し
果
し
て
然
り
ご
せ
ば
印
度
人
は
既
に
旧
時

に
は
瓜
畦
に
心
急
を
建
て
、
居
た
こ
ご
も
疑
い
な
か
ら
う

而
し
て
元
嘉
十
二
年
こ
い
へ
ば
法
顯
の
同
仁
に
寄
港
し
た

ビ
き
か
ら
は
僅
か
に
二
十
徐
年
の
後
に
遇
ぎ
な
い
。
所
が

此
表
文
を
一
答
す
れ
は
紅
潮
國
王
の
佛
敷
信
者
で
あ
っ
た

こ
ご
も
疑
な
い
や
う
で
あ
る
。
若
し
さ
う
で
な
い
こ
し
た

ら
ば
何
を
以
て
支
那
の
佛
敷
的
大
國
な
る
こ
ご
を
幕
賛
し

「
難
論
藏
水
普
飲
一
切
、
我
滞
在
遠
、
亦
需
露
…
糊
」
等
ご
い

ふ
べ
き
で
あ
ら
う
。
馨
れ
に
由
っ
て
之
を
庵
れ
ば
法
顯
の

「
婆
羅
門
興
盛
に
し
て
佛
法
は
言
ふ
に
足
ら
す
」
ε
い
ふ
の

ご
大
に
其
趣
を
異
に
す
る
や
う
で
あ
る
Q
湿
れ
或
は
法
顯

の
所
謂
閣
婆
ご
は
今
の
マ
ス
ト
ラ
の
こ
ご
で
あ
っ
て
、
之

よ
り
以
前
瓜
畦
國
王
が
何
等
か
の
難
題
に
よ
つ
で
佛
激
信

者
ご
な
つ
元
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
兎
に
角
紀
元
四
百
年

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
五
　
（
四
三
九
）



　
　
　
第
六
谷
　
　
維
　
纂
　
　
瓜
　
盤
　
紀
　
行
（
下
）

代
の
前
罪
に
は
佛
敏
既
に
瓜
腫
に
行
は
れ
た
こ
ご
は
明
瞭

で
め
る
。

　
余
輩
の
此
推
論
を
助
く
べ
き
事
情
は
當
時
に
も
あ
る
。

梁
慣
傳
憲
三
に
騰
る
ご
劉
宋
時
代
支
那
に
渡
豪
し
た
鐸
経

儒
の
求
耳
蝉
摩
な
る
も
の
は
、
元
ご
濁
賓
國
の
出
で
あ
る

が
、
飛
年
半
に
師
子
國
に
至
り
、
更
ら
に
轄
じ
て
闇
婆
國

に
渡
っ
た
。
閥
婆
國
の
王
短
章
に
彼
に
蹄
心
し
受
戒
し
、

王
に
拗
め
同
じ
く
戒
を
受
け
し
め
た
。
其
の
後
王
は
屡
蹟

摩
の
瀞
力
を
見
、
遽
に
家
を
出
で
撹
を
修
せ
ん
こ
も
考
へ

た
が
、
事
忌
の
懇
請
に
よ
り
王
位
を
棄
つ
る
こ
ご
を
思
止

ま
っ
た
が
、
國
民
を
し
て
王
の
三
部
を
成
就
せ
し
む
る
こ

定
を
諾
せ
し
め
π
o
所
謂
三
願
ご
は
コ
願
断
仁
王
境
、

同
奉
和
上
、
二
願
盤
所
治
内
一
切
断
殺
、
三
願
所
有
儲
財

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

賑
給
貧
病
L
ε
い
ふ
の
で
あ
っ
て
、
「
於
是
一
門
皆
從
受
戒
」

に
至
つ
π
。
王
は
後
に
蹟
摩
の
爲
め
に
精
舎
を
立
て
、

　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

「
導
化
工
難
播
於
遽
適
、
隣
國
聞
風
薫
習
使
要
講
」
こ
も
い

ふ
。
斯
く
し
て
蹟
摩
の
聾
春
は
支
那
に
ま
で
傳
は
っ
π
も

　
　
　
　
　
　
緬
鵬
三
貼
携
　
　
　
一
　
嚇
山
ハ
　
（
四
闘
O
）

の
ご
見
え
、
元
嘉
の
元
年
九
月
（
紀
元
後
四
二
四
年
）
に
は

京
師
の
沙
門
慧
槻
慧
聰
等
交
帝
に
啓
し
殿
摩
を
迎
講
せ
ん

こ
ε
を
乞
ふ
た
。
是
に
於
て
交
帝
使
を
し
て
書
を
手
摩
井

び
に
闇
婆
國
王
婆
多
伽
縢
り
に
致
し
、
蹟
摩
の
支
那
に
來
ら

ん
こ
ご
を
求
め
た
。
蹟
摩
の
支
那
に
來
た
の
は
何
年
か
確

か
に
は
判
ら
ぬ
が
、
恐
ら
く
元
嘉
元
年
の
末
か
二
年
の
頃

で
あ
ら
う
。
兎
に
角
元
嘉
の
元
年
に
彼
の
爾
ほ
閣
婆
に
在

っ
た
こ
ご
は
疑
な
い
。
而
し
て
彼
が
夕
陽
の
一
興
を
し
て

佛
敷
に
化
せ
し
め
た
の
は
そ
れ
坦
前
の
こ
ビ
で
あ
る
か
ら

四
百
年
代
の
初
に
は
闊
婆
の
既
に
佛
敏
國
ビ
な
っ
て
居
た

こ
ε
は
秋
毫
も
疑
を
容
る
べ
き
王
地
は
な
い
。

　
次
に
瓜
畦
に
於
け
る
稠
信
す
べ
き
傳
説
に
よ
れ
ば
、
紀

一
兀
後
ム
ハ
〇
一
ご
年
．
（
瓜
昧
「
紀
一
兀
五
二
五
年
）
囚
＆
、
戦
纂
（
即
ち

O
a
鍵
簿
）
王
は
其
國
の
早
晩
滅
．
す
べ
き
こ
ご
を
豫
言
せ
ら

れ
拠
の
で
、
王
子
を
瓜
畦
に
逡
つ
た
。
王
子
は
五
千
の
從

者
ご
共
に
船
に
乗
じ
、
遽
に
野
瀬
島
の
申
央
マ
タ
ー
ラ
ム

地
方
に
上
陸
し
た
。
彼
此
に
一
國
を
建
て
ん
ご
し
淀
が
、



伺
ほ
其
從
者
の
足
ら
ざ
る
を
見
、
本
國
に
使
を
派
し
、
更

ら
に
多
数
の
逸
民
を
逡
ら
ん
こ
ご
を
請
ひ
、
本
論
王
は
二

千
人
を
追
点
し
た
。
瓜
畦
は
千
慮
よ
り
し
て
五
爵
こ
し
て

認
め
ら
れ
、
本
島
グ
ヂ
ャ
ラ
ー
ト
や
其
他
の
諸
國
ご
海
上

貿
易
を
行
ひ
、
國
運
の
隆
盛
を
塗
し
た
ど
い
ふ
。
而
し
て

ラ
ッ
フ
ル
ス
民
音
は
此
時
金
石
の
工
匠
技
術
家
も
印
度
よ

り
渡
來
し
、
尺
玉
佛
寺
の
如
き
亦
此
等
技
術
家
の
手
に
よ

っ
て
成
れ
る
も
の
な
る
べ
し
ε
い
ふ
。
此
徳
説
は
歴
吏
的

に
頗
る
可
能
で
あ
る
G
元
摩
五
百
世
代
の
中
葉
西
方
印

度
に
は
彼
∩
冨
琶
受
9
王
系
な
る
も
の
が
勃
興
し
、
其

℃
巳
欝
。
昏
同
一
世
評
び
に
二
世
の
時
代
に
は
殆
ん
ざ
破
竹
の

勢
を
以
て
其
四
隣
を
併
呑
し
た
。
西
域
記
に
「
塵
事
勇
士
、

有
数
直
入
、
心
置
決
戦
、
飲
酒
酎
酢
、
一
人
卑
官
。
万
夫

雀
羅
」
こ
い
ひ
、
又
「
隠
魚
暴
言
、
凡
庸
百
頭
、
群
馳
躇
蹉

前
無
記
敵
し
ご
も
い
ひ
、
王
は
常
に
此
象
を
特
み
郷
國
を

輕
崩
し
た
こ
も
あ
る
。
其
O
a
舞
律
が
征
服
せ
ら
れ
π
の

は
プ
リ
ヶ
ー
シ
ン
ニ
琶
の
帥
位
紀
元
後
六
〇
八
年
以
後
の

　
　
　
第
ム
ハ
巻
　
　
　
難
…
　
算
耀
　
　
．
瓜
　
　
腔
山
　
翻
一
　
行
（
下
）

こ
ご
で
あ
る
が
、
一
世
時
代
で
も
四
隣
の
形
勢
既
に
累
卵
、

の
如
く
、
何
時
國
家
の
滅
亡
を
饗
す
や
も
計
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
、
グ
ヂ
ャ
ラ
ー
ト
の
王
は
王
子
を
し
て
瓜
畦
を
開

拓
し
、
豫
め
其
遁
場
所
を
造
ら
し
め
た
も
の
ビ
も
思
は
れ

尉
。
但
是
れ
が
瓜
瞠
に
於
け
る
印
度
王
冠
建
設
の
初
を
な

し
た
も
の
で
な
い
事
は
、
既
に
二
百
年
以
前
元
嘉
の
墳
宋

國
に
使
飾
を
派
遣
し
た
も
の
、
あ
っ
た
に
よ
っ
て
も
判
る

が
Ω
8
．
・
蜂
王
子
が
マ
タ
ラ
ー
ン
に
盗
心
ビ
い
ふ
言
説
が

眞
で
あ
る
ご
す
れ
ば
、
彼
は
西
方
瓜
畦
に
王
ビ
な
）
、
此

は
中
央
毒
素
に
建
遷
し
た
も
の
か
も
知
れ
ぬ
。
而
し
て
マ

タ
ラ
ー
ソ
に
國
を
建
て
た
ε
す
れ
ば
、
ラ
ソ
フ
ル
ス
氏
等

の
想
像
す
る
如
く
千
佛
寺
の
如
き
も
其
王
子
若
く
は
其
子

孫
に
よ
っ
て
設
計
せ
ら
れ
た
こ
す
る
の
も
必
ら
す
し
も
理

由
な
い
こ
ご
で
は
な
い
。
術
ほ
局
①
お
霧
ω
9
μ
氏
等
は
一

聯
此
推
定
を
傍
謹
す
る
も
の
こ
し
て
、
ス
マ
ト
ラ
の

鼠
。
舜
島
替
p
に
螢
見
せ
ら
れ
π
石
碑
を
畢
ぐ
る
の
で
あ
る

此
石
碑
は
約
五
十
年
後
の
紀
元
六
五
六
年
に
自
か
ら
佛
敷

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
七
　
（
圏
四
一
）



　
　
　
第
六
巻
　
　
　
漁
纒
　
管
榮
　
　
瓜
　
睡
一
　
絶
　
　
μ
∬
、
下
）

信
者
ご
著
す
る
℃
影
魯
ヨ
舜
（
第
一
位
の
義
、
最
勝
瓜
畦
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

意
昧
す
る
も
の
こ
解
せ
ら
る
）
の
大
王
》
象
＆
勲
》
島
ぐ
9
一

魯
ρ
三
唱
ざ
総
す
る
も
の
、
造
る
所
で
、
野
中
に
は
「
大

む
　
む
　
む

　
　
　
む
む

七
暦
既
詞
羅
を
建
立
し
て
佛
に
供
養
す
」
る
こ
ご
を
説
く
。

で
是
れ
は
年
代
に
於
て
少
し
く
捻
く
れ
て
居
る
が
、
前
ご

同
一
事
實
に
隠
す
る
も
の
な
ら
ば
疑
な
き
事
ご
し
、
此
に

七
情
掃
討
羅
8
は
即
ち
彼
千
佛
寺
を
指
示
す
る
も
の
こ
す

る
の
で
あ
る
○
然
ら
ば
何
が
故
に
中
央
瓜
畦
に
其
碑
を
建

て
す
し
て
、
之
ご
遠
く
相
距
る
ス
マ
ト
ラ
に
立
て
た
か
、

閃
無
σ
q
霧
。
。
§
氏
は
之
を
解
し
て
い
ふ
、
阿
育
王
の
碑
も
其

中
央
の
観
プ
珍
地
方
に
は
反
っ
て
潤
せ
す
し
て
、
遠
く

之
ご
相
離
れ
た
○
彰
穿
弩
2
ω
簑
蓄
搾
2
竃
圏
。
暢
ρ
○
勢
も
。
騨

杯
に
あ
る
で
は
な
い
か
。
中
央
で
は
王
の
功
業
も
既
に
鳳

雛
に
認
め
ら
れ
て
居
る
か
ら
、
更
ら
に
碑
を
建
て
・
、
之
を

告
示
す
る
要
は
な
い
。
遠
距
離
邊
境
の
民
に
こ
そ
牌
を
造

り
、
其
赫
々
た
る
功
勲
を
示
す
必
要
が
め
る
か
ら
で
あ
る

ご
。
着
れ
亦
一
理
あ
る
こ
ε
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
余
輩

　
　
　
　
　
　
第
三
器
　

＝
八
（
四
四
ご
）

は
此
説
に
就
き
全
然
信
を
措
く
謬
に
は
行
か
な
い
。
先
づ

　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

第
一
に
は
此
に
い
ふ
》
鰹
俘
銭
ぎ
§
曽
ご
繕
す
る
も
の
が

果
し
て
グ
ジ
ャ
ラ
ー
ト
王
子
ご
同
一
入
で
あ
る
か
否
や
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

明
で
あ
る
の
み
な
ら
す
、
此
碑
文
に
は
「
七
暦
の
既
詞
羅
し

ε
あ
る
。
眺
琴
鳥
ざ
は
僧
の
住
す
る
寺
院
で
あ
っ
て
塔
で

は
な
い
。
而
し
で
千
悔
寺
は
前
に
い
っ
た
如
く
本
來
塔
で

あ
っ
て
、
僧
侶
の
住
す
べ
き
所
は
秋
毫
も
な
い
の
で
あ
る

後
世
で
は
俗
間
誤
っ
て
之
を
寺
ご
は
い
っ
て
居
る
が
、
當

時
の
印
度
人
が
く
導
旨
斜
ご
。
。
葺
鵠
ご
を
混
同
す
べ
き
筈

は
な
か
ら
う
。
特
に
王
の
碑
文
中
に
之
を
誤
る
如
き
は
吾

人
の
容
易
に
想
像
し
得
な
い
所
で
あ
る
。
當
時
は
印
度
内

地
に
重
て
も
賞
誉
の
可
な
り
烈
し
い
時
代
で
あ
っ
た
か
ら

何
腱
か
の
印
度
入
が
焦
れ
來
っ
て
ス
マ
ト
ラ
に
も
國
を
建

て
た
も
の
が
な
い
ε
も
限
ら
ぬ
。
唯
七
層
毘
骨
継
ご
あ
る

の
み
を
以
て
此
端
者
を
連
結
せ
し
め
ん
こ
す
る
の
は
、
術

ほ
論
振
の
極
め
て
薄
溺
な
る
を
戚
す
る
の
で
あ
る
。
次
に

Ω
ε
㌶
簿
王
子
移
住
の
傳
説
に
關
し
て
も
、
ラ
ッ
セ
ン
氏
の



既
に
疑
ふ
が
如
く
、
ラ
ソ
フ
川
ス
氏
の
歴
史
に
よ
る
ご
印

鷹
　
東
海
岸
囚
罠
⇒
二
挺
王
が
二
萬
の
春
鷹
ご
共
に
瓜
畦
に

移
住
し
た
こ
い
ふ
傳
説
も
あ
る
。
カ
リ
ン
ガ
は
東
Ω
乾
午

犀
智
王
國
ε
境
を
接
し
て
居
た
の
で
、
苦
れ
亦
其
勢
力
を

恐
れ
此
に
移
住
し
來
っ
淀
ご
考
ふ
る
も
可
能
で
あ
る
。
で

其
移
住
し
來
つ
た
も
の
、
果
し
て
○
＆
鍵
簿
で
あ
る
か

囚
巴
ぽ
σ
q
僧
で
あ
る
か
嚴
密
に
は
到
ら
諏
の
で
あ
る
。
第
三

に
は
其
建
築
の
様
式
で
あ
る
。
若
し
　
Ω
a
鍵
簿
地
方
か

ら
印
度
技
術
家
が
渡
來
し
だ
ご
す
れ
ば
、
彼
等
の
造
る
所

も
自
か
ら
西
方
郎
．
度
建
築
彫
刻
の
機
式
を
紫
野
す
べ
く
、

又
囚
9
ぎ
㈹
9
よ
り
來
た
ご
す
れ
ば
東
方
印
度
の
そ
れ
に

類
す
べ
き
は
総
論
で
あ
る
。
然
ら
ば
下
士
寺
の
襟
式
は
如

何
こ
い
ふ
に
、
誤
れ
亦
談
議
ら
す
し
も
岩
易
で
は
な
い
。

団
9
σ
q
蕊
。
。
9
同
氏
は
前
に
も
一
言
し
た
如
く
千
佛
寺
の
彫
刻

や
建
築
模
式
を
以
て
西
印
度
の
そ
れ
を
縫
資
し
た
も
の
ご
、

い
ふ
。
が
司
。
藏
9
興
、
氏
は
蚕
纏
の
一
般
設
計
に
出
て
も
、

叉
其
壁
面
彫
刻
に
於
て
も
、
其
思
想
は
健
陀
羅
よ
り
來
た

　
　
、
第
六
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
瓜
　
畦
　
絶
　
行
（
下
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
邸

も
の
で
は
な
く
、
南
印
度
か
ら
で
あ
っ
て
、
ア
マ
ラ
ブ
チ

ー
が
其
直
接
の
粉
本
で
あ
る
ビ
な
す
の
で
あ
る
。
勿
論
千

佛
寺
建
築
ざ
同
形
式
の
も
の
は
》
印
度
に
あ
っ
て
は
未
だ

一
も
獲
見
せ
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
其
何
れ
の
説
の

果
し
て
是
な
る
か
は
、
今
容
易
に
温
言
し
難
い
が
、
當
時

に
於
け
る
他
の
建
築
杯
を
比
較
研
究
す
れ
ば
寧
ろ
後
者
の

説
の
眞
に
近
い
も
の
で
は
な
か
ら
う
か
ご
初
昔
。

　
斯
く
○
ε
母
簿
王
子
の
傳
説
も
實
は
甚
だ
暖
隊
な
も
の

・
で
あ
て
、
史
料
ざ
し
て
は
樹
ほ
頗
る
不
完
全
た
る
を
免
れ

訟
◎
が
四
百
年
代
以
後
六
百
年
代
に
亘
り
、
佛
敷
が
次
第

に
隆
盛
ご
な
っ
た
こ
ご
は
疑
な
き
事
實
の
や
う
で
あ
る
Q

前
の
ス
マ
ト
ラ
に
於
け
る
七
暦
晩
詞
羅
を
造
っ
た
ε
い
ふ

碑
交
も
、
亦
之
を
傍
讃
す
る
に
足
る
の
で
あ
る
が
、
爾
ほ

此
に
一
の
注
意
す
べ
き
こ
ご
が
あ
る
。
義
浄
の
求
洪
高
儒

傳
中
會
寧
律
師
の
傳
に
、
　
「
會
寧
律
師
…
…
愛
以
聖
徳
年

中
、
伏
錫
南
海
、
汎
海
至
詞
陵
州
、
停
住
戸
載
、
途
共
詞
陵
國

多
聞
僧
若
鷺
践
陀
羅
、
於
劇
毒
摩
経
内
輸
出
難
色
浬
盤
焚

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
一
九
（
四
四
三
）



　
　
　
第
山
橘
巻
　
　
　
岨
羅
　
轡
藁
　
　
　
瓜
〔
　
唾
一
　
杷
　
　
｛
芦
（
下
）

身
心
事
、
斯
輿
大
乗
涯
繋
潜
窟
相
続
、
…
…
會
寧
既
謬
阿

儲
君
、
繋
金
小
僧
運
期
、
奉
表
費
継
、
還
直
交
府
、
三
態

京
兆
、
奏
上
閾
庭
、
翼
使
未
聞
流
布
束
憂
し
ピ
あ
る
。
慮

れ
が
郎
ち
雛
菊
縄
後
前
な
る
も
の
で
あ
る
。
し
て
見
る
ご

嘉
徳
年
間
（
断
ち
西
暦
六
六
四
、
五
年
）
に
は
諸
種
の
佛
敷

経
典
も
同
島
に
傳
來
し
た
こ
ご
が
判
る
。
支
那
の
正
史
に

は
彼
元
嘉
年
代
以
後
瓜
畦
の
朝
貢
も
中
絶
し
た
ε
あ
る
が

罪
代
に
は
彼
此
の
來
往
頗
る
頻
繁
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
で

貞
槻
十
四
年
（
蕎
唐
車
）
に
も
朝
貢
し
、
大
暦
年
聞
に
は
三

極
使
を
遣
は
し
た
ご
い
ひ
、
（
新
唐
書
）
其
後
元
和
の
十
年

十
三
年
に
も
來
て
居
る
。
特
に
最
後
の
二
回
に
は
僧
砥

（ω

[
σ
q
陣
臼
ヨ
）
男
儒
煮
繭
ご
薦
し
、
男
女
の
樂
隊
を
も
献
じ

て
居
る
。
會
寧
の
彼
に
至
っ
た
の
も
怪
し
む
に
足
ら
す
、

又
此
六
七
百
年
代
は
全
島
佛
敷
の
全
盛
時
代
で
あ
っ
た
ら

し
い
。
が
併
し
営
。
ご
騨
の
西
國
内
篇
¢
に
は
紀
元
後
七

三
二
年
の
銘
を
有
す
る
ソ
ン
が
（
婆
羅
門
敷
の
陰
陽
佛
）
の

遺
物
が
登
見
せ
ら
れ
、
同
七
七
九
年
其
附
近
の
囚
勲
、
2
・
。
・
鶏
芦

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
一
二
〇
　
（
四
四
四
）

に
は
多
羅
に
捧
げ
ら
れ
た
寺
院
が
建
立
せ
ら
れ
て
居
る
。

是
れ
に
爵
っ
て
見
る
ご
七
百
年
代
に
は
支
那
に
於
け
る
ご

同
じ
く
婆
羅
門
激
若
し
く
は
婆
羅
門
佛
敷
習
合
の
密
敏
が

入
下
っ
た
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
爾
家
印
度
に
於
け
る
ご

同
じ
く
瓜
畦
の
単
身
も
次
第
に
翠
微
し
、
終
に
傳
説
仁
よ

る
ご
九
一
四
年
に
は
國
王
の
U
。
蓬
頭
害
毒
蚕
が
其
四
男

一
女
を
カ
リ
ン
ガ
に
邊
り
、
此
に
婆
羅
門
の
敷
育
を
受
け

し
め
、
其
露
朝
の
際
に
は
又
印
度
か
ら
諸
種
の
範
園
に
於

け
る
技
術
家
を
伸
ひ
來
り
、
全
國
を
婆
羅
門
敷
に
風
靡
せ

し
め
だ
こ
い
ふ
○
佛
敷
信
抑
は
之
よ
り
し
て
同
島
に
根
絶

し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
陳
べ
來
つ
た
断
片
的
の
事
實
を
綜
合
し
考
ふ
れ
ば

瓜
畦
の
下
敷
は
紀
元
後
五
世
紀
に
起
り
、
七
世
紀
の
中
葉

最
も
隆
盛
こ
な
り
、
入
世
紀
の
贋
よ
り
婆
羅
門
次
第
に
混

入
し
、
九
世
紀
の
絡
か
ら
十
世
紀
の
初
に
は
既
に
同
島
の

佛
敏
も
全
然
婆
羅
門
敷
に
よ
っ
て
征
服
せ
ら
る
、
に
至
っ

た
も
の
ら
し
い
。
而
し
て
千
佛
寺
の
如
き
は
、
佛
敷
信
仰



の
最
も
盛
大
な
る
時
に
あ
ら
ざ
れ
ば
、
劉
底
成
し
得
な
い

所
で
あ
る
か
ら
、
大
工
に
於
い
て
、
七
世
紀
の
後
庭
か
ら

八
世
紀
の
初
に
成
れ
り
こ
な
す
の
は
、
當
ら
す
ご
い
へ
ご

も
遠
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
ら
う
ε
思
ふ
。
而
し
で
此
結
論

は
彫
刻
の
…
標
式
か
ら
考
へ
て
も
、
大
な
る
差
支
は
な
い
や

う
で
あ
る
。

三）（

彫
刻
　
様
式

　
印
摩
伊
に
於
け
る
緊
競
顔
の
制
は
、
時
代
に
よ
り
一
場
所
に

よ
り
次
第
に
遜
遷
し
、
覆
鉢
式
よ
う
支
那
や
我
邦
の
そ
れ

の
如
く
重
履
式
に
至
る
迄
、
其
異
化
の
泌
を
辿
り
得
る
の

で
あ
る
が
、
瓜
畦
千
佛
寺
の
如
く
、
塔
の
上
に
更
ち
に
塔

を
重
ね
た
や
う
な
も
の
は
絶
え
て
見
ざ
る
所
で
あ
る
○
で

果
し
て
是
れ
が
西
方
印
度
よ
も
傳
來
し
た
も
の
か
、
將
だ

南
方
佛
敷
よ
り
し
た
か
は
容
易
に
判
断
し
得
な
い
、
の
み

な
ら
す
其
何
れ
よ
り
し
て
傳
要
し
て
も
、
瓜
畦
の
建
築
家

が
特
に
創
意
を
出
し
、
唯
奮
來
の
制
を
其
儘
因
襲
し
た
の

　
　
　
餓
曙
山
革
製
　
　
　
雑
　
纂
　
　
　
瓜
丹
　
嘘
　

麗
　
　
行
（
下
）

で
な
い
こ
ご
は
明
か
で
あ
る
Q
但
此
衡
量
寺
ご
前
後
し
て

造
ら
れ
π
こ
い
ふ
他
の
寺
院
や
、
又
其
彫
刻
中
に
顯
は
れ

た
殿
堂
の
形
式
を
見
れ
ば
、
穿
れ
亦
勿
論
印
度
の
そ
れ
ピ

全
然
同
一
で
は
な
い
が
、
其
最
も
近
い
例
を
印
度
に
求
む

れ
ば
、
彼
紀
元
後
七
百
年
代
に
成
れ
り
ご
署
す
る
マ
ー
3
ラ

ス
地
方
の
竃
笥
壼
巴
置
噂
罎
鮮
旨
の
そ
れ
で
あ
ら
う
ご
思
ふ
。

此
黙
か
ら
し
て
余
輩
は
蜀
Φ
お
駕
雛
。
昌
　
氏
の
西
印
渡
家
説

．
よ
り
も
、
寧
ろ
切
2
鼻
窪
氏
の
南
方
論
に
左
担
し
た
い

の
で
あ
為
。
而
し
て
年
代
に
於
て
も
正
し
く
彼
ビ
相
接
綾

す
る
も
の
、
如
く
威
す
る
Q

　
更
ら
に
其
彫
刻
に
就
い
て
之
を
害
う
る
に
、
其
中
印
に

源
を
書
し
だ
影
野
式
の
系
統
に
薦
す
る
も
の
た
る
は
】
見

疑
な
い
事
實
で
あ
る
。
其
衣
服
の
薄
く
し
て
、
繋
争
輪
廓

の
透
観
し
得
ら
る
、
如
き
特
徴
は
、
此
℃
も
著
し
く
顯
は

れ
て
居
る
。
の
み
な
ら
す
其
手
法
亦
頗
る
繊
細
に
し
て
、

其
石
材
の
可
な
b
家
質
な
る
に
關
は
ら
す
、
入
物
生
動
の

趣
も
明
ら
か
に
看
取
せ
ら
れ
、
未
だ
著
し
く
形
式
酌
デ
カ

　
　
　
　
　
　
第
三
號
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グ
ン
の
傾
向
を
帯
び
な
い
。
隠
れ
亦
吾
人
の
期
も
注
意
を

要
す
る
研
で
あ
る
。
勿
論
全
長
一
曲
に
も
渉
る
彫
刻
で
あ

る
か
ら
、
作
者
も
一
様
で
な
く
、
其
問
多
少
の
巧
拙
の
あ

る
こ
ご
は
已
む
を
得
な
い
が
、
其
身
の
上
乗
な
る
も
の
を

取
っ
て
之
を
彼
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
に
於
け
る
末
期
の
彫
像
に

比
す
れ
ば
、
吾
人
は
寧
ろ
千
佛
寺
の
そ
れ
の
優
れ
、
る
こ
も

決
し
て
劣
れ
る
も
の
に
あ
ら
ざ
る
を
断
言
し
た
い
の
で

あ
る
。

　
省
ほ
一
の
此
に
余
輩
の
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
は

其
壁
面
に
於
け
る
俘
彫
ご
、
上
段
の
結
露
堵
悪
戯
に
安
慰

せ
ら
る
、
佛
像
こ
の
間
に
於
け
る
製
作
の
相
主
な
る
こ
ε

で
あ
る
。
壁
面
の
彫
像
を
以
て
、
若
し
直
ち
に
印
度
彫
像

の
歴
史
中
に
割
込
ま
し
む
る
こ
ご
が
出
掌
る
な
ら
ば
、
七

世
紀
前
後
の
作
こ
す
る
の
が
最
も
穏
當
で
あ
ら
う
ご
思
ふ

併
し
一
々
の
藝
術
が
他
國
に
傳
毒
す
る
に
當
っ
て
は
、
其

本
國
に
於
て
は
既
に
幾
分
の
墾
遷
を
経
た
後
に
於
て
も
、

省
ほ
其
輸
入
地
に
於
て
は
苗
代
の
立
法
を
守
る
こ
ご
も
な

　
　
　
　
　
　
第
一
二
癬
側
　
　
　
一
こ
ご
　
　
四
二
轟
ハ
）

い
で
は
な
い
。
例
之
へ
ば
支
那
北
魏
の
儲
蓄
形
式
が
、
朝

鮮
を
感
じ
我
邦
に
底
入
せ
ら
る
、
や
、
支
那
に
あ
っ
て
は

箱
詰
の
頃
面
一
幾
分
墾
化
し
た
る
に
も
閣
は
ら
す
、
我
邦

に
立
て
は
爾
ほ
大
騰
羅
門
法
を
探
っ
て
居
た
や
う
た
繹
で
あ

る
。
印
度
ご
瓜
畦
ご
の
關
係
は
、
我
邦
ご
支
那
ε
の
閣
係

よ
り
も
幾
分
直
接
で
あ
っ
紀
ら
う
か
ら
、
其
間
の
年
代
の

差
蓮
に
於
て
も
斯
く
甚
し
く
な
か
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
が
併

し
其
最
初
傳
來
し
元
手
法
が
比
較
的
後
世
迄
持
績
せ
ら
る

べ
き
可
能
性
は
あ
る
。
だ
か
ら
印
度
本
病
の
美
衛
史
上
で

は
七
世
紀
の
前
廉
若
く
は
そ
れ
以
前
の
作
に
相
聾
す
る
も

の
で
も
、
瓜
畦
で
は
或
は
七
世
紀
の
後
孚
若
く
．
は
入
世
紀

の
初
盆
に
造
ら
れ
元
ご
す
る
の
は
必
ら
す
し
も
不
都
合
で

な
い
の
み
な
ら
す
、
寧
ろ
斯
く
考
ふ
る
の
穏
當
な
る
を
畳

ゆ
る
の
で
あ
る
。
所
で
彼
上
段
身
繕
邸
内
の
結
像
に
至
っ

て
は
、
何
れ
も
壁
間
の
そ
れ
よ
り
も
更
ら
に
一
睡
優
秀
な

る
製
作
で
あ
っ
て
、
之
を
以
て
毯
多
最
盛
期
の
作
ご
認
め

て
敢
て
不
可
な
い
も
の
で
み
る
。
且
つ
壁
面
の
彫
像
は
前



に
も
一
言
し
た
如
く
全
部
ラ
ブ
石
材
を
用
ひ
て
あ
る
が
、

此
等
綿
像
は
総
べ
て
ラ
ブ
石
で
は
な
い
。
此
等
の
黙
か
ら

想
像
す
れ
ば
、
或
は
此
等
彫
像
は
早
く
印
度
本
國
か
ら
轍

入
し
來
つ
た
も
の
か
、
或
は
石
材
ご
共
に
印
度
占
術
家
を

招
聰
し
、
千
佛
寺
建
築
以
前
に
造
ら
し
め
旋
も
の
で
は
な

か
ら
う
か
ご
も
思
は
れ
る
。
而
し
て
其
大
さ
に
於
て
も
、

又
其
印
相
に
於
て
も
相
同
じ
い
既
成
品
が
、
當
時
印
度
に

斯
く
多
数
存
在
し
て
居
セ
ε
も
考
へ
ら
れ
ぬ
か
ら
、
何
れ

に
し
て
も
特
に
之
を
製
作
せ
し
め
た
も
の
に
相
違
な
い
。

若
し
壁
面
の
浄
土
ε
同
時
に
製
作
せ
ら
れ
セ
こ
す
れ
ば
、

其
製
作
の
上
に
斯
か
る
著
し
い
相
違
が
生
す
る
筈
も
な
か

・
ら
う
。
で
假
倉
ひ
彼
小
躍
像
が
印
度
に
製
作
せ
ら
れ
た
ビ

し
て
も
、
將
た
印
度
の
技
術
家
を
聰
し
て
瓜
畦
に
作
ら
し

め
π
ご
し
て
も
、
兎
に
角
彼
等
が
壁
面
の
浄
彫
ビ
同
時
の

も
の
で
は
な
く
、
少
く
ご
も
其
間
に
数
百
年
の
星
月
を
二

つ
る
こ
ご
を
推
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
鍛
。
若
し
果
し
て
然

う
こ
す
れ
ば
彼
四
百
年
代
、
宋
の
元
嘉
の
頃
に
勃
興
し
、

　
　
　
第
山
ハ
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答
　
　
　
継
馬
　
纂
　
　
　
瓜
　
悌
瓢
　
紀
　
　
行
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支
那
に
使
節
を
派
遣
し
た
印
度
系
の
、
而
も
佛
敏
的
信
仰

を
有
し
た
こ
思
は
る
、
、
師
黎
婆
達
陀
阿
羅
蹟
藩
王
か
、

若
く
は
践
摩
に
よ
っ
て
佛
激
に
化
せ
ら
れ
た
婆
多
三
王

（
若
し
そ
れ
が
前
ご
同
一
入
で
な
い
ご
す
れ
ば
）
か
、
或
は

此
等
國
王
の
子
孫
の
、
何
等
か
の
目
的
を
以
っ
て
此
等
佛

像
を
印
度
に
若
く
は
瓜
畦
に
製
作
せ
し
め
た
も
の
で
は
な

か
ら
う
か
。
而
し
て
此
等
の
佛
像
が
既
に
存
在
し
て
居
だ

の
で
、
六
百
年
代
更
に
印
度
系
の
佛
敏
王
が
之
を
利
用
し
、

此
に
此
宏
大
な
る
塔
を
造
る
に
至
っ
た
も
の
ど
も
想
像
せ

ら
れ
得
る
。
術
ほ
最
上
暦
の
塔
の
下
に
未
完
成
の
佛
像
が

埋
藏
せ
ら
れ
居
る
の
も
、
或
は
當
時
製
作
に
着
手
し
、
何

等
か
事
故
に
よ
っ
て
未
完
成
に
獲
っ
て
居
た
の
を
其
儘
に

此
に
牧
耀
し
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
。
若
し
六
百
年
或
は

七
百
年
代
塔
製
作
ご
同
時
此
等
の
彫
像
が
成
れ
る
も
の
こ

す
れ
ば
、
特
に
未
完
成
の
も
の
を
容
る
べ
き
筈
は
な
い
。

　
以
上
論
じ
寒
る
所
を
し
て
大
な
る
露
な
し
ご
す
れ
ば
、

瓜
畦
の
千
佛
寺
彫
像
は
普
通
世
間
一
般
の
學
者
が
思
惟
す

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　
　
＝
一
三
　
（
四
四
七
）
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る
よ
り
も
遙
か
に
古
い
も
の
で
あ
っ
て
、
其
実
の
建
築
は

七
里
紀
前
後
の
頃
で
あ
っ
た
こ
し
て
も
、
夢
中
に
安
澱
せ

ら
れ
た
佛
像
は
既
に
五
世
紀
の
前
港
邊
く
も
六
世
紀
の
初

頃
迄
に
製
作
せ
ら
れ
た
も
の
ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
て
吾
入
は
斯
く
考
へ
て
始
め
て
其
佛
像
様
式
の
鍵
化

を
設
明
し
得
る
如
く
食
す
る
。
若
し
叉
果
し
て
託
り
ε
す

れ
ば
、
假
命
ひ
其
形
相
は
千
篇
一
律
で
憂
化
に
乏
し
い
ご

は
い
ふ
も
の
、
、
印
度
に
於
て
も
麹
多
最
盛
期
の
優
秀
な

る
作
身
の
斯
く
多
数
存
在
す
る
所
は
な
い
の
で
、
瓜
畦
千

佛
寺
は
實
に
此
黙
か
ら
し
て
麹
多
野
作
品
の
世
界
に
於
け

る
殆
ん
ご
唯
一
無
二
の
博
物
館
で
あ
る
ざ
い
っ
て
も
差
支

な
い
の
で
あ
る
。

　
此
世
界
的
一
大
博
物
館
に
し
て
、
又
瓜
畦
唯
一
の
旧
藩

的
大
建
築
も
、
同
島
佛
敢
の
周
敷
に
逸
っ
て
征
服
せ
ら
れ
．

て
以
來
、
更
に
入
の
顧
る
所
ご
な
ら
な
か
っ
た
の
み
な
ら

す
、
何
時
し
か
砂
塵
の
埋
浸
す
る
所
ご
な
り
、
殆
ん
ざ
地

上
凝
跡
を
滅
し
了
つ
た
。
千
六
百
年
代
和
蘭
人
の
此
に
來

　
　
　
　
　
　
第
三
號
　

一
二
四
（
煕
臨
入
）

つ
て
よ
り
も
、
彼
等
は
一
意
瓜
畦
入
の
膏
血
を
絞
り
、
其

本
館
セ
富
ま
さ
ん
こ
ご
を
の
み
念
願
し
、
瓜
畦
の
開
登
、

將
た
徳
化
の
進
歩
杯
ご
い
ふ
こ
ご
は
秋
毫
彼
等
の
眼
中
に

な
か
っ
た
。
一
入
一
周
年
瓜
強
剛
に
「
時
英
領
に
陣
し
て

か
ら
、
英
國
の
曾
て
生
じ
た
る
殖
民
地
政
治
家
の
一
鬼
才

た
る
ラ
ソ
フ
ル
ス
氏
が
太
守
ビ
し
て
此
に
漏
り
、
過
去
二

百
年
間
和
蘭
人
の
悪
政
を
根
本
的
に
改
善
せ
ん
ご
努
め
淀

唯
此
黙
よ
り
し
て
之
を
い
っ
て
も
、
ラ
ソ
フ
ル
ス
氏
の
其

住
地
に
滞
留
し
た
の
は
僅
か
に
五
年
の
短
“
月
二
八
一

一
i
一
五
年
）
に
過
ぎ
な
か
っ
た
が
、
彼
の
名
は
瓜
畦
入

の
永
久
に
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
，
の
み
な
ら
す

彼
は
其
多
忙
の
際
、
術
ほ
瓜
畦
に
於
け
る
過
去
の
藝
術
的

遺
跡
を
一
世
に
顯
寒
し
、
之
を
永
く
未
來
に
保
存
せ
ん
こ

ご
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
千
欝
欝
は
一
八
一
四
年
彼
が
二
百

人
の
入
夫
を
便
役
し
四
十
五
日
の
間
に
全
部
登
擁
せ
し
め

た
所
で
あ
り
、
獲
掘
後
は
爾
ほ
之
を
測
量
し
、
綱
取
を
な

し
、
之
を
盤
に
紹
介
し
た
Q
登
掘
以
前
に
あ
っ
て
は
其
近



村
の
住
民
す
ら
も
，
此
寺
塔
に
關
す
る
何
等
の
智
識
も
、

何
等
の
珍
説
を
も
有
せ
な
か
っ
た
ご
い
ふ
。
千
佛
寺
の
研

究
は
實
に
之
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
め
る
。
後
の
千
佛
寺
を

説
く
も
の
亦
實
に
此
一
大
恩
入
た
る
ラ
ソ
フ
ル
ス
氏
の
名

を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
其
後
和
蘭
の
考
古
學
者
や
佛
敷
學

者
も
、
或
は
影
寓
を
な
し
、
或
は
歴
史
的
美
術
的
研
究
の

論
文
著
書
を
出
版
す
る
も
の
も
勘
か
ら
ぬ
が
、
唯
余
輩
の

遺
憾
に
堪
え
ざ
る
は
、
今
に
至
る
迄
其
保
存
の
法
の
殆
ん

ざ
全
く
講
ぜ
ら
れ
ざ
る
こ
ご
で
あ
る
。
勿
論
斯
か
乃
大
建

築
で
あ
る
か
ら
、
之
を
永
久
に
保
存
す
る
は
容
易
の
業
で

な
い
が
、
乱
髪
の
如
く
質
量
の
多
く
、
植
物
の
繋
茂
す
る

土
地
に
あ
っ
て
は
、
之
を
自
然
の
儘
に
放
任
す
る
な
ら
ば

忽
ち
に
し
て
之
を
破
損
す
る
恐
が
あ
る
の
で
あ
る
。
今
日

に
あ
っ
て
も
既
に
地
盤
の
傾
き
、
壁
の
將
さ
に
墜
落
せ
ん

ご
す
る
も
の
少
し
ご
せ
ぬ
。
の
み
な
ら
す
日
蔭
の
腱
に
は

鮮
苔
蒸
し
て
其
建
築
の
生
命
ざ
す
る
彫
刻
を
殿
損
す
る
も

の
亦
頗
る
多
い
。
其
僅
か
に
一
石
の
彫
像
に
す
ら
、
互
萬

　
　
　
第
六
巷
　
　
雑
　
纂
　
　
瓜
　
畦
　
紀
　
行
（
下
）

の
財
を
以
て
購
ひ
取
ら
ん
ざ
す
る
米
人
す
ら
も
あ
ゲ
ご
か

聞
く
、
和
蘭
政
騰
の
殆
ん
ご
顧
み
ざ
る
如
き
は
實
に
遺
憾

の
太
甚
し
き
も
の
ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

山／s

　
二
月
五
日
早
朝
再
び
自
動
車
を
騙
っ
て
千
佛
寺
以
外
の

奮
蹟
を
歴
訪
し
た
。
ジ
ォ
フ
ジ
ァ
か
ら
ソ
ロ
に
至
る
間
、
ブ

ラ
ン
バ
ナ
ン
地
方
附
近
に
は
千
佛
嫁
ご
気
後
れ
て
造
ら
れ

た
幾
多
の
遺
蹟
が
あ
る
。
其
圭
な
る
も
の
は
切
窮
9
導
舜
p

の
ピ
。
鴨
？
U
す
西
σ
q
螢
あ
寺
、
夢
野
霧
。
・
9
・
口
の
潟
簿
寓
切
。
喜
茜

「
寺
、
ω
9
〈
8
解
し
Q
巴
寺
、
又
千
佛
寺
よ
り
遠
か
ら
ざ
る

寓
。
民
。
簿
寺
、
守
≦
窪
寺
等
で
あ
る
。
併
し
此
等
の
多

く
は
婆
羅
門
敏
に
潔
し
、
其
規
模
亦
固
よ
り
五
尺
寺
に
比

す
べ
か
ら
ざ
る
の
み
な
ら
す
、
破
壊
の
度
量
彼
よ
り
も
一

蓋
太
甚
し
く
、
現
に
印
度
よ
り
按
師
を
聰
し
修
繕
し
つ
、

あ
る
の
も
あ
る
か
ら
、
修
繕
の
後
に
は
或
は
壷
掘
に
復
す

る
に
至
る
か
も
知
れ
ぬ
が
、
大
里
か
ら
い
へ
ば
特
に
言
ふ

　
　
　
　
　
　
第
三
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に
足
る
も
の
は
な
い
。
併
し
叉
部
分
的
に
之
を
槻
察
す
れ

ば
、
時
に
は
千
佛
寺
の
如
く
で
は
な
い
が
、
頗
る
賞
讃
に

値
す
る
も
の
が
な
い
で
は
な
い
。
で
今
は
其
中
の
最
も
主

な
る
も
の
二
三
に
就
き
之
を
略
述
し
て
置
か
う
。

　
第
一
に
説
く
べ
き
は
蜜
三
島
○
露
寺
で
あ
る
。
果
れ
は

千
艶
福
を
去
る
二
哩
雫
程
、
森
の
内
に
存
す
る
一
寺
院
で

あ
る
。
一
入
三
五
年
和
蘭
人
ハ
ル
ト
マ
ソ
氏
に
よ
っ
て
偶

然
密
林
中
に
磯
見
せ
ら
れ
た
も
の
で
め
る
。
建
築
は
元
ご

三
暦
よ
b
成
わ
、
㌔
四
十
五
吠
方
形
の
基
礎
の
上
に
高
さ
約

七
十
吠
に
達
す
る
。
嘉
言
暦
の
周
團
に
は
小
塔
を
造
る
こ

ご
、
宛
も
千
佛
寺
に
於
け
る
が
如
一
、
最
下
暦
に
は
聾
藪

二
十
四
》
中
層
に
は
十
六
、
上
履
に
は
入
。
其
廻
廊
の
壁

面
に
は
浄
彫
を
以
て
諸
種
の
天
人
佛
菩
薩
の
像
を
顯
は
し

た
も
の
、
や
う
で
あ
る
。
寓
Ω
鼠
。
9
寺
は
斯
く
規
模
の
極

め
て
聖
な
る
上
に
其
建
築
に
於
て
も
殊
に
注
意
す
る
に
足

る
も
の
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
其
場
に
安
置
せ
ら
る
、
三

種
の
彫
像
は
雪
曇
彫
像
に
於
け
る
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ

伽

第
一
二
號
　
　
　
一
二
山
ハ
　
（
四
五
〇
）

ら
う
Q
中
央
の
像
は
僻
坐
し
て
説
法
の
印
を
結
ん
だ
佛
像

で
、
其
製
作
は
ア
ジ
ャ
ン
タ
ー
末
期
の
そ
れ
ε
極
め
て
相

似
て
居
る
。
而
し
て
毯
多
期
彫
像
の
特
色
も
亦
能
く
此
に

見
る
を
得
る
。
其
左
右
に
は
菩
薩
艶
聞
の
像
が
あ
り
、
　
一

足
を
屈
し
、
一
足
を
下
に
垂
れ
た
画
像
で
あ
る
。
・
其
製
作

亦
甚
だ
優
秀
な
る
も
の
で
あ
る
。
土
入
は
此
像
に
就
い
て

中
央
の
を
囚
。
ω
〇
二
心
王
ε
し
、
其
左
右
を
其
妃
ご
女
ご

を
顯
は
し
た
も
の
こ
い
ふ
が
、
固
よ
り
信
ず
に
足
ら
ざ
る

の
で
あ
る
Q

　
次
に
一
言
す
べ
き
は
ど
碧
虫
も
∩
の
亡
く
。
①
即
ち
千
寺
で
あ

る
。
ラ
ソ
フ
川
ス
氏
は
十
一
世
紀
の
建
立
に
係
る
も
の
こ

欝
す
る
が
、
要
す
る
に
千
霊
寺
の
構
造
を
李
面
上
に
模
し

た
も
の
で
あ
る
。
先
づ
中
央
に
十
字
形
の
建
築
が
あ
る
。

方
四
十
五
吠
の
室
を
重
み
、
其
周
園
に
四
個
の
房
が
造
ら

れ
、
其
何
れ
よ
り
し
て
も
中
央
の
室
に
達
す
る
を
得
る
の

で
あ
る
○
而
し
て
此
中
央
の
建
築
の
周
園
に
は
幾
多
の
小

堂
が
、
或
は
近
く
或
は
遠
く
、
四
重
に
方
形
を
な
し
て
整

、



列
す
る
。
箪
食
総
べ
で
二
百
四
十
ビ
い
ふ
千
寺
の
名
は
蓋

し
之
か
ら
起
っ
た
の
で
あ
る
。
其
中
央
よ
り
第
一
列
は
直

ち
に
中
堂
の
基
礎
に
接
し
、
各
邊
八
個
づ
　
計
二
十
八
堂

が
造
ら
る
、
小
堂
は
何
れ
も
方
十
一
醗
酵
十
八
吠
の
も
の

で
あ
る
。
第
二
列
は
之
を
去
る
こ
ご
三
十
五
眠
、
堂
の
数

四
十
四
、
四
邊
各
十
二
。
．
第
三
列
は
第
二
列
を
去
る
精
選

く
東
西
爾
邊
に
は
七
十
二
吠
、
南
北
に
は
百
二
灰
、
第
四

列
は
之
ざ
直
ち
に
相
接
し
背
合
に
造
ら
れ
て
あ
る
。
虚
数

召
文
O
⊥
ハ
個
で
あ
る
。
此
笙
寸
‘
の
小
堂
並
に
中
央
の
堂
に
は

何
れ
も
元
ご
佛
像
が
安
宿
せ
ら
れ
て
あ
っ
π
の
で
あ
ら
う

が
、
今
其
中
存
す
る
も
の
は
僅
か
に
二
十
五
に
過
ぎ
滋
。

省
ほ
各
列
建
築
の
間
の
素
地
の
、
下
露
ビ
し
て
用
ひ
ら
れ

た
こ
ε
は
千
佛
寺
に
於
け
る
ご
同
じ
く
、
其
全
長
二
千
眠

に
も
亙
る
こ
い
ふ
。
筋
書
四
面
の
中
央
よ
り
し
て
何
れ
も

中
央
の
本
堂
に
達
し
得
ら
る
、
こ
と
も
千
百
寺
ご
異
な
ら

ぬ
．
、
千
慮
の
北
天
に
千
佛
寺
の
形
を
模
し
た
こ
ご
を
示
す

も
の
で
あ
ら
う
。
し
て
見
れ
ば
論
れ
も
亦
寺
ご
は
い
ふ
も

　
　
　
第
晶
ハ
巷
　
　
　
雑
　
纂
　
　
　
瓜
　

難
　
翻…
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下
）

の
、
實
は
塔
で
あ
る
ε
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
此
寺
も

一
入
六
七
年
メ
ラ
ピ
山
噴
火
の
際
に
於
け
る
地
震
に
よ
っ

て
破
壊
せ
ら
れ
、
今
や
何
れ
も
殿
損
せ
ざ
る
は
な
い
Q

　
以
上
二
者
は
煽
戸
的
建
築
で
あ
る
が
、
婆
羅
門
敷
建
築

の
代
表
者
ε
し
て
此
に
切
舜
ヨ
び
霧
隠
の
剛
b
ろ
O
U
9
面
一

讐
9
護
を
畢
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
此
建
築
は
ブ
ラ
ン
バ

ナ
ン
地
方
に
於
け
お
諸
種
潰
…
跡
の
中
最
も
大
な
る
も
の
で

あ
る
o
H
L
o
δ
ご
は
女
（
舳
…
）
の
義
、
ジ
ナ
ン
グ
ラ
ン
は
湿
…
三

七
の
妃
U
ξ
び
q
曽
叉
は
男
鍵
毒
煙
の
こ
ご
で
あ
る
こ
い
ふ

此
建
築
の
中
央
に
は
前
方
三
百
六
十
吠
の
地
を
劃
し
、
其

東
西
雨
邊
に
相
亡
ん
で
三
個
の
殿
堂
を
造
り
、
南
北
馬
面

に
は
各
一
個
を
建
て
外
に
中
央
の
一
堂
が
あ
る
。
今
は
僅

か
に
其
爾
邊
の
三
個
・
束
邊
の
中
央
一
個
ご
が
存
す
る
の

み
で
あ
る
。
而
し
て
此
等
殿
堂
内
に
は
梵
天
、
滋
婆
、
ヴ
ヰ

シ
ス
乃
至
日
天
月
天
骨
の
像
を
安
置
す
る
○
中
央
の
堂
に

は
前
に
述
べ
た
湿
婆
の
妃
ジ
ォ
ン
グ
ラ
ン
の
像
を
祭
る
。

是
が
其
名
の
歯
っ
て
曇
る
筋
で
あ
る
。
殿
堂
は
大
小
多
少

　
　
　
　
　
　
策
三
醗
　
　
｝
二
七
　
（
囚
五
一
）
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異
な
っ
て
居
る
が
、
何
れ
も
入
鷺
の
　
室
ビ
四
室
ビ
よ
り

成
り
、
中
央
の
一
室
最
も
大
に
し
て
、
約
方
二
十
灰
の
廣

を
有
す
る
。
材
料
は
他
の
建
築
ご
同
じ
く
ラ
ヴ
の
切
石
を

積
み
成
れ
る
も
の
で
あ
る
が
、
其
周
園
表
面
に
は
頗
る
精

巧
な
る
中
里
を
以
て
し
、
諸
帥
の
像
を
顯
は
す
。
中
に
は

宛
［
も
下
敷
寺
院
の
壁
面
に
佛
傳
や
本
生
諏
を
刻
す
る
ご
同

じ
く
、
此
に
は
羅
摩
物
語
を
蓮
綾
彫
議
す
る
も
の
も
あ
る
。

而
し
て
此
等
浄
彫
の
中
で
普
通
西
人
が
其
播
圖
の
稽
相
似

だ
所
か
ら
「
三
美
人
」
（
8
ぎ
。
Φ
σ
q
養
8
ω
）
ご
名
づ
く
る
牧
女

の
圓
が
あ
る
◎
躍
れ
が
最
も
有
名
な
も
の
で
、
其
優
美
な
．

．
る
女
人
の
像
を
顯
出
す
に
於
て
頗
る
成
功
し
た
も
の
で
あ

る
。
元
塩
此
建
築
は
十
世
紀
幽
馴
後
に
成
れ
る
も
の
こ
い
は

る
、
が
、
恐
ら
く
當
時
の
彫
像
ご
し
て
は
全
印
度
を
通
じ

　
て
も
最
も
優
秀
な
る
製
作
ご
い
っ
て
差
支
な
か
ら
う
。
此

殿
堂
に
安
概
せ
ら
る
、
瀞
像
の
底
部
に
は
穴
が
あ
り
、
石

や
煉
琵
を
…
以
て
之
を
蔽
う
て
あ
る
が
、
其
穴
の
底
に
は
石

棺
が
埋
め
ら
れ
て
あ
り
、
其
内
に
は
人
骨
や
距
骨
の
金
銀

　
　
　
　
　
　
纂
三
號
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入
　
（
四
五
二

銅
器
や
印
度
の
貨
幣
杯
が
牧
め
ら
れ
、
或
は
土
器
亀
装
飾

品
の
存
す
る
の
も
あ
る
◎
此
等
は
最
近
之
を
修
繕
す
る
に

當
り
始
め
て
登
見
ぜ
ら
れ
た
唐
で
あ
る
こ
い
ふ
。
し
て
見

る
ご
是
れ
も
本
圃
は
紳
殿
で
は
な
く
し
て
、
記
念
塔
で
あ

っ
た
ら
し
く
思
は
れ
る
G
伺
ほ
此
殿
堂
の
中
央
匿
劃
の
四

周
に
は
、
三
重
の
刻
を
な
し
て
総
計
百
五
十
七
個
の
小
塔

が
造
ら
れ
て
あ
る
。
此
等
は
何
れ
も
其
形
状
大
小
相
同
じ

く
、
中
に
方
形
の
一
室
が
あ
り
、
之
に
入
口
が
附
せ
ら
れ

て
あ
る
の
み
で
あ
る
。
而
し
て
叉
何
れ
も
外
方
に
面
し
て

居
る
。
更
に
其
事
塔
の
外
面
に
は
周
壁
が
設
け
ら
れ
、
各

邊
約
七
百
二
十
吠
の
方
形
を
な
す
。

　
其
他
の
建
築
に
於
て
も
前
に
蓮
べ
た
如
く
部
分
的
に
は

可
な
b
見
る
べ
き
も
の
も
な
い
で
は
な
い
が
、
先
づ
大
同

小
異
で
、
特
に
注
意
に
慣
す
べ
き
も
の
も
な
い
か
ら
、
今

は
一
切
之
を
略
す
る
こ
ε
、
す
る
◎

　
余
輩
は
瓜
畦
上
陸
里
数
H
を
費
し
て
中
部
瓜
畦
に
於
け

る
最
大
蜜
蜂
の
建
築
千
禅
寺
を
始
め
こ
し
、
其
主
な
δ
も

、



の
は
、
畳
敷
的
ご
婆
羅
門
昇
華
ビ
を
論
ぜ
す
、
酪
之
を
一

見
し
得
た
か
ら
、
二
月
六
田
ジ
ナ
グ
．
ジ
ァ
・
を
毘
登
し
、
再

び
バ
ダ
ビ
ア
に
縢
り
、
七
日
午
後
四
時
タ
ン
ジ
ナ
ン
・
プ
ソ

オ
ク
出
帆
の
汽
船
に
乗
じ
、
極
め
て
短
時
日
で
は
あ
っ
た

が
価
最
も
楡
快
な
る
族
行
の
後
、
前
ビ
同
一
航
路
を
池
じ

同
九
日
の
早
朝
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
露
還
し
た
の
で
あ
る
。

西
印
度
ナ
ー
シ
ッ
ク
に
於
け
．
ろ
ゴ
ー
タ
ミ
ー

プ
ト
ラ
窟
に
就
て
　
（
↓

文
學
士
澤
村
專
太
郎

廻

　
西
印
度
に
於
け
る
ナ
ー
シ
ソ
ク
7
鐘
パ
邑
の
西
南
五
哩

を
隔
て
だ
地
面
に
三
個
の
丘
陵
が
言
え
て
み
る
。
是
等
は

所
謂
ト
リ
ム
バ
ク
連
岡
日
｝
筈
鋳
の
一
端
を
成
す
も
の

で
、
往
還
こ
の
三
丘
は
｝
ソ
ラ
シ
ミ
↓
穿
蝕
⇒
臨
ご
呼
ば

れ
て
み
た
。
ト
リ
ラ
シ
ミ
の
う
ち
、
其
一
個
に
於
け
る
中

　
　
　
第
六
巻
　
雑
纂
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融
合
ゴ
ー
タ
ミ
1
プ
｝
ラ
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（
上
）

腹
に
は
約
四
十
四
個
か
ら
成
立
す
る
一
群
の
石
窟
が
あ
る

是
れ
が
郎
ち
ナ
ー
シ
ソ
ク
石
窟
群
ご
し
て
世
に
知
ら
れ
て

み
る
も
の
で
、
此
地
方
に
於
て
は
之
を
バ
！
ヌ
デ
ゥ
・
ン
ー

ナ
℃
3
篭
り
O
霧
ε
呼
ん
で
み
る
。
固
よ
り
是
等
の
石
窟

群
は
ア
ジ
ギ
ン
タ
ー
書
暴
及
び
エ
ル
ラ
図
【
舞
等
の

そ
れ
に
は
比
肩
す
る
に
足
ら
ぬ
け
れ
ざ
、
多
数
の
銘
文
を

存
す
る
の
み
な
ら
す
、
石
窟
の
建
築
的
機
式
に
干
て
も
研

　
　
　
　
　
　
第
三
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